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埼玉県内横穴式石室の事例集成

青木弘

要旨 本稿では埼玉県内の横穴式石室研究の土台となるべく事例の集成を行った。

集成の結果、埼玉県内の横穴式石室は1022(1024)事例を数える。そのうち横穴式石室を確認可能な事

例は515(517)例、横穴式石室と想定できる事例は507例である。その分布は県北部への集中が認められ

るほか、県南西部での小石室や半地下式構造の石室など他地域と関連を想定できる事例がある。確認事例

のうち単室構造は450例、複室構造は53事例、不明事例は14例で、単室構造には各種の石材を利用して造

られた多様な形式が認められる。今後、模様積石室など形式としての定義の見直しが必要な事例や、複室

構造の導入と変遷等、事例の増加とともに再検討すべき点を確認した。

はじめに

筆者は古墳時代の土木技術、とくに古墳築造技

術を研究テーマの一つとしている。本テーマにつ

いて検討を始めるにあたり、横穴式石室を埋葬主

体とする後・終末期古墳が、埼玉県内にどれだけ

確認されているのか、県内の横穴式石室研究がど

のような状況にあるのかを知る必要がある。

近年の埼玉県における古墳研究全体の問題とし

て、一資料を基礎とした地域全体の把握や、地域

間の比較検討、あるいは東アジアという視点から

古墳時代を捉える研究が少ない点が上げられる。

こうした状況下で、まず求められるのは研究と

事例数の把握と考え、本稿では、埼玉県の研究動

向の確認と横穴式石室事例の集成を行った。

1.埼玉県内の横穴式石室研究

まず、埼玉県内の横穴式石室研究を見直し、問

題の所在を明らかにしたい。なお、県内の横穴式

石室使用石材に関する研究史は別稿で詳述した

（青木弘2013a刊行予定）。

埼玉県では1950年代以降、横穴式石室の調査事

例が増える（亀倉1957、金井塚・小峯1964など）。

1960年代当時の調査・研究動向をうかがう上で

甘粕健と久保哲三による関東地方の古墳時代概説
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は重要である（甘粕・久保1966)。そのうち、埼

玉県に関しては埼玉古墳群を中心とした考察が進

められ、横穴式石室に関しては東松山市鎧塚古墳

の調査成果を引き合いに、後期群集墳の成立に「集

団的な人民の移動」をみている。この点は近年の

群集墳調査事例の増加に伴い、考古学的に再考す

べきである。また、甘粕・久保が古墳時代後期以

降、秩父盆地に群集墳の分布が拡大する現象を重

視していた点は、近年、当地に関する研究が盛ん

ではない状況を鑑みるに、基礎資料の蓄積に加え

て、改めて検討する必要があるだろう。加えて、

甘粕健による武蔵国造反乱に関する研究は、県内

の古墳時代中期以降の動向を探る上で看過できな

い課題である（和島・甘粕1958)。本研究に関し

ては近年、城倉正祥により研究の現状と課題がま

とめられている（城倉2011)。

1960年代から1970年代にかけての調査報告では、

近接する群馬県をフィールドとした尾崎喜左雄に

よる横穴式石室研究の影響が強いのか、横穴式石

室の使用石材や構築技術、尺度に関する考察も認

められる（尾崎1966、金井塚1968など）。

1970年代は鹿島古墳群や塚本山古墳群など群集

墳の発掘調査により、基礎資料の蓄積も進む（塩

野ほか1972、増田ほか1977、県立本庄高等学校考



古学部1975、金井塚1979、金井塚1980など）。こ

うした調査事例の増加に伴い、横穴式h室研究で

は増田逸朗により埼玉県内の横穴式石室の変遷が

捉えられ、坂本和俊による無袖石室研究など個々

の石室形態についても検討が及ぶ（増田1977、坂

本1979など）。

一方で、いわゆるモ生吉志に代表される外部か

らの移住・入植に関する記述と考古学資料とを結

びつける占代史的研究も行われた（原島1971、金

井塚1975a、森田1984など）。

1980年代から1990年代前半は埼玉県内の横穴式

石室の調査・研究」＾▲、重要な成果が多い。

テーマ研究では、前方後円墳終焉に関する検討

や、横穴式石室導入に関する地域ごとの検討が進

み、県内の後・終末朋研究に大きな影縛を与えた

（田中・小川1984、増田ほか1989)。

発掘調査では行田市八幡山古墳の成果が注Hさ

れる。漆塗木棺片などの間土遺物とともに、 「版

築」状の盛土内に石材をすえる形で横穴式石室を

構築し、その石材には角閃石安山岩や輝石安山岩、

緑泥片岩といった種類が使用されている点などが

明らかになった（小川・金子1980) （註1)。群集

墳では埴輪列や葺石列を検出した三ヶ尻林4号墳

の調査成果が重要である（小久保ほか1983、利根

Jll1986)。

こうした調査に加えて、拮礎資料の蓄積が田中

広明・大谷徹により進められた（田中・大谷1989、

田中・大谷1993)。両氏の研究では秋山庚申塚古

墳や小見真観寺古墳、穴八幡古墳、的場牛塚古墳

などの出土遺物や横穴式石室に関する基礎資料が

提示され、その後の研究に大きく寄与している。

金井塚良一を中心に調査研究が進展した比企丘

陵の切石切組積胴張形石室についても、金井塚の

「武蔵咽」・「毛野型」分類研究を基礎としつつ、

胴張形や複室といった平面形態へ注目した研究が

進む（金井塚1975b、池上1980、田中1983、加藤

1991など）。一方、田中広明の研究に代表される

ように、本資料をはじめ県内の横穴式石室研究で

は石材供給に関する観点も確認でき、分布論から

一歩踏み込んだ議論に及ぶ例もあり興味深い（田

中1989a、田中1989bなど）。

山本禎は凝灰岩を石室構築材とする複室構造横

穴式石室について、各古墳の概要と分布の綿密な

検討を踏まえて、該当資料の奥壁構造に注目して

検討を進めた（山本1990、山本1991)。

築造技術的観点による研究は、大谷徹が重要な

指摘を行っている（大谷1993)。大谷は東松山市

上川人古墳の発掘調査成果をもとに、比企地方の

切石切組積胴張形石室の築造技術を検討した。そ

のなかで、玄室棺床面下で検出された側壁に沿う

円礫群に注目し、これを石室の平面プランを規定

する碁準線（「石室基底線」）と推定した。これと同

様の事例が比企地方では確認できず、この構造か

ら想定される築造枝術の系譜については課題を残

した。しかし、横穴式石室の一構造であっても、

古墳築造集団の技術的な系譜関係や、集団の実態

等の考察を可能とする点を示し、こうした韮礎構

造を含めた横穴式石室の詳細な調査と記録の必要

性を訴えた点は重要である。

凝灰岩切石切糾梢石室に多く認められる複室構

造については、従来、比企丘陵の古墳を中心とし

た分布と影響関係が捉えられてきたが、酒巻21号

墳の報告により、再考する必要が生じている（中

島・門脇1994)。

同時期に、塩野博は荒川中流域の後・終末期古

墳の変遷を検討している（塩野1991)。そのなか

で小前田古墳群•黒田古墳群にみられる無袖式石

室を本地域における最古の事例 (6世紀削半）と

捉える。これに片袖式石室が並行して造られるな

か両袖式石室が続いて構築され、以後、両袖式胴

張形石室が主流となる (6世紀後半）。本研究で

は小前田古墳群における瀧瀬芳之による胴張形石

室の分類が分析の一つの基礎となっており、群集

墳単位で分析を行う屯要性がうかがえる（瀧瀬
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1986)。

群集墳については、杉崎茂樹が研究を進展させ

た（杉崎1989、杉崎1992)。杉崎は県内の群集墳

を検討するなかで築造開始時期に注目し、 6世紀

前後に生起し、 7世紀代まで築造が継続する「500

年前後型Jと、 7世紀前後に生起し、 7世紀代に

榮造が継続する「600年前後型」という二つの造

営形態を見出した。また、両者の造営開始には、

大型前方後円墳の造営との関連性がある点も指摘

している。群集墳の造営形態は、のちに黒済和彦

がこの2パターンに 7世紀後半に生起する「続新

興型群果墳」を加えている（焦済2005)。

1991年から1995年にかけて、埼王県内では埼玉

将軍山古墳の史跡整備に関わる調査が実施され、

本墳が埼E古墳群内の古墳で横穴式石室をもつこ

とが初めて判明した（岡本1997)。

そして1994年の『前方後円墳集成』の刊行によ

り、地域を越えた事例集成をもとに、古墳変遷の

検討が進み、各地域の特徴が一層明らかになり、

地域間での比較検討を行う土台が策かれた（坂本

・今井1994)。また、県内の古培については『埼

玉県詳細古墳分布調査報告』の刊行によって、分

布状況の把握が可能となった（埼玉県さきたま資

料館1994)。

1990年代後半には、増田逸朗による模様積石室

の検討や、佐藤春生による毛呂山町周辺の終末期

古墳に関する基礎研究が発表された（増田1996、

佐藤1998)。

2000年になり、上野恵司は複室構造横穴式石室

について、 「各室に門柱石あるいはそれを意識し

た部分を有するもの」と定義した上で、関東地方

一帯の事例を検討した（上野2000)。上野は51遺

跡63事例（うち埼玉県は18遺跡27事例）を 2種11

類に分類し、各分類の分布と変遷をもとに、導入

と階層性について考察する。このなかで酒巻21号

培は坂本の成果をもとに 6世紀中葉 (MT85)の

簗造とし、複室構造としては最古の事例と位置づ
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けた。この酒巻21号墳の横穴式石室は、九州地域

北部との類似性から、導入の背後に人の移動を想

定する。また、この導入には埼玉古墳群（将軍山

古培）の動向に関連すると捉えている。

2003年に東京都府中市武蔵府中熊野神社古墳が

複室構造の横穴式石室をもつ上円下方墳と判明し

た（坂詰ほか2005)。本埴が確認されたことによ

り、比企地方の切石切組積石室と多摩川流域の切

石切組積石室との影響関係に関する考察や、畿内

に対する「地方」の終末期古墳が再注目されてい

る（青木敬2006、草野2006など）。

2004年に『埼玉の古墳』が刊行された（塩野2004)。

本書は古墳の内容だけでなく詳細な出典・研究史

・年表も示されており、県内古墳研究に不可欠な

書として大きな意義をもつ。

このような県内の古墳と研究をまとめる試みが

なされるなか、 1994年の『前方後円墳集成』刊行

以降、この成果を基礎に地域間で比較検討する研

究も増えている（山崎・金子1997、水野1998、黒

済2005、太田2007、太田2009、太田2010、右島・

池上2011)。これらの研究を通して地域毎の特徴

や共通する点も見出されてきたが、内山が総括す

るように、研究で抽出された事柄の背景を追究す

る試みが求められている（内山2012)。

近年になり、墳丘盛上や裏込といった横穴式石

室以外の構造を含めた古墳の築造に関する研究が

増えつつある（青木敬2004、青木敬2005、青木弘

2013b刊行予定）。一方、青柳古墳群の成果を中

心に、金子彰男は古墳築造過程における儀礼行為

や、模様積石室の策造規格について分析し、群集

墳造営に関する具体像を追究している（金子2004、

金子2006)。また、類似する事冽として、宮内古

墳群の策造企画分析がある（永井ほか2005)。本

分析にみられる墳丘と石室との位置関係を重視し

た視点は、青木敬や白石太一郎も研究を進めるな

かでその重要性を提起している（青木敬2007、白

石2009)。今後の調査でも重要な視点といえる。



青柳古墳群にみられる模様梢石室の策造技術研究

は少なく、拙稿で群馬県伊勢塚古墳を対象として

検討を行った（青木2013c刊行予定）。

小林孝秀は北武蔵の横穴式石室を「古墳菓制の

中核を成す要素であると同時に、当時の被葬者の

史的性格や人的交流、地域間の繋がりなどを窺う

ことができる有効な資料」と認識した上で、研究

上では横穴式石室の系統整理や系譜に関する追究

が不足している点を問題視する（小林2008)。小

林は埼玉県内の横穴式石室について、①北西部の

動向、②片袖式石室の採用と展開、③胴張りをも

つ複室両袖式石室の導人と展開の3点に注目し、

分析している。結果、①や③では畿内とは構造的

特徴の異なる横穴式石室が確認できる一方で、②

では北武蔵を含む関東各地で、畿内との関係性が

うかがわれる片袖式石室が採用される動向を確認

した。なお、小林の横穴式石室に対するこうした

視点は、横穴式石室研究を見直し、問題提起する

なかにもうかがえる（小林2012)。

小林が地域全体の動向を検討する研究を進める

とともに、草野潤平は切伍積石室や無袖式石室と

いった形式に注目した研究を進めている（草野

2008、草野2010)。

近年の古墳時代研究を見直す動きのなかで、鈴

木一有は全国の横穴式石室の動向を概観し、横穴

式石室について「埋葬施設の形態には、帰属する

地域や集団、倭王権との関係の強弱、広域交流網

の違いが、規模の大小には被葬者の階層差が反映

され」ており、かつ「国際梢勢や支配者階層の動

向にとどまらず、王権中枢から地域社会の一般構

成員に至るまで、当時の社会構造を同礼視点で分

析できるきわめて良好な考古資料」と捉えている

（鈴木2011)。

こうした横穴式伍室の賢料的特性や研究動向が

見直されるなか、埼玉県内では近年、野原古墳群

や青柳古墳群南塚原支群、三千塚古墳群など、各

市町村や大学によって過去に発掘された古墳の報

告事例が増えている（立正大学考古学会2008、田

村・金子2012、金井塚編2012など）。とくに三千

塚古墳群の報告は、約50年前の調査とはいえ待望

の記録であり、今後、後・終末期古墳研究に大き

く寄与するだろう。また、鹿島古墳群では埴輪を

伴う事例 (55• 68号墳）が確認され、群集墳の成

立が 6世紀中頃まで遡るという、従来の見解に再

考を促す成果が示されている（村松2004)。

2.問題の所在と分析視点

雑駁ながら埼玉県内の横穴式石室研究について

見直してきたが、ここで現状の問題をいくつか提

起したい。

1点Hは、比企丘陵を中心に分布するりJ石切組

積石室や児玉の河原石積石室に関する研究が多い

なか、入間や秩父の古墳研究が少ない点である。

秩父については甘粕・久保研究でも取り上げられ

たように、その動向は今後の後・終末期古墳研究

でも注目すべき地域の一つだろう。人間も近年は

奈良時代以降の研究が盛んになるなかで前史の古

墳時代後・終末期古墳の動向が再注目されている。

両地域とも現状で確認できる範囲から再検討して

いくべきではなかろうか。

2点目は古代史研究についてである。古墳の造

営主体や被葬者像を検討するような、考古学的成

果を文献記録に結びつけ、歴史復元を進める研究

は、たしかにその内容や想定される研究成果に魅

力がある。ただ一方で、両者を結びつけるという

作業に焦点を当てるあまり、一資料の過大評価に

つながりかねない危険性がある。また、考古資料

は文献史料に比べて資料数の増加する度合いが強

いので、増加する資料にその都度目を向けて、よ

り客観的な判断を下す作槃が求められる。埼屯県

内の横穴式石室研究に関していえば、事例の増加

は不断に重ねられる反面、これらの事例を用いた

研究は発展途上にある。そのうえ、古墳であれば

古培単体の分析や研究に終始する傾向が強く、他
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資料を含めた地域や時代の全体像を捉える研究が

困難な状況である。近年の考古学研究で文献史料

と対比させた研究を進めるならば、城倉も指摘す

るように、古墳、集落、生産遺跡など各種の考古

資料を総合して、古墳時代の領域を「考古学的」

に確定していく作業が必要である（城倉2011)。

その意昧で若狭徹の研究や、群集墳の研究動向を

まとめた右島和夫の指摘は重要である（若狭2007、

右島2012)。

上述したように、群集墳のまとまった事例が増

加しつつも、県内の研究は決して活発とは言えな

い。右島和夫は「後期群集墳」をめぐる研究動向

を追うなかで、群集墳の第造体制の成立過程、技

術的括礎・系譜、および地域における石材の存在

形態を追究する必要性を説く （右島2012)。また、

膨大な研究成果が集積して議論が低調な現状を憂

うなか、原点に返り、各地域の個別事例を歴史的

に位置づけ、集落•生産跡等の要索と関連させつ

つ、古墳築造を取り巻く地域の実態を捉えるよう

問題提起する。この点は、筆者も今回事例集成を

進め、埼玉県だけでも膨大な数に及ぶ事例を前に

同様の印象を抱いた。これまでの研究史上にあま

り取り上げられない古墳であっても、独自性や地

域間の共通性を捉えられる可能性の高い事例があ

り、かつ、群集墳単位でも近年の報告を踏まえて

検討すべき事例が多くある。

これらに関わる研究として、地質・地理学研究

も必要不可欠である。別稿でまとめたように、埼

玉県内は河道変動や地質変動による影響が強い。

可能な限り古墳時代当時の景観に近づけて分布論

や流通論を展淵するためには、地質・地理学的研

究成果が必要である（青木2013a)。

また、近年、古墳築造に関わる素材に関しては

土質工学的分析、古墳が立地する環境に関しては

地槃工学的分析が進められている。古墳築造技術

研究を進めるうえで、古墳の石材や土といった素

材については、土質工学・地盤工学分析も参照す
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べきである（青木2011)。

遺構研究は遺物研究に比べて調査時の記録に寄

るところが大きい。現在の遺構研究は、調在にお

ける感覚的水準・記録では対応しきれない段階に

達しつつある。各種経験や感覚といった主観的要

索が求められる考古学であっても、それを共通の

水準・土台で分析することができるような、より

科学的、客観的な記録方法が求められる。

3.事例集成と概要

本稿では、これらの課題を解消していくための

第一歩として、県内の事例を集成した（註 2)。

事例集成作業の結果、埼玉県内の横穴式石室の

事例は1022事例である。そのうち美里町白伍5号

墳と川越市牛塚古墳では、横穴式石室の玄室内を

追葬に伴い造り替える行為をしており、これらの

事例をカウントすると1024事例となる。

事例の分布を市町村別にみてみよう（第 1図）。

まず、事例の集中する市町村は、美里町の152

(153)例を筆頭に、深谷市135例、熊谷市112例、

東松山市82例と県北部地域に集中する。この点は、

従来の研究上でも指摘されてきた。

一方で事例の少ない市町村は数多く、南部・南

西部・利根・県央・東部は、 1994年に確認された

後・終末期古墳以外の事例を含めても、県北部の

状況とは雲泥の差である。ただし、秩父では1994

年には228基の占墳が確認されており、これらの

多くが飯塚・招木古墳群を中心とする後・終末期

古墳の可能性が高い点は注意すべきだろう。所沢

市では海谷古墳群の調査により、初めて横穴式石

室が確認されている。また、吉見町ではかぶと塚

古墳でのみ横穴式石室が確認されており、 1994年

段階では町内の235基中217基が横穴墓（古見百穴、

黒岩横穴墓群など）で占められる。

一方、狭山市では20例の横穴式石室が確認され

ており、狭山市周辺と比べると事例の多さが際立

っつこれらのうち、 12甚が「小石宅」と呼ばれる
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第 1図 埼土県の市町村別横穴式石室確認事例
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第2図 県南西部の横穴式石室 ・小石室

これに該当する遺跡は、稲荷山

公園古墳群、上広瀬古墳群 (1~4号、

墳）

埋葬施設である。

である

群などにみられる

9 • 10号

（第2図）。 小石室は東京都浄土古墳

「竪穴式石室的横穴式石室」と

呼ばれる開口部が不明瞭で地表面下に造られる構

式石室との関連性が説かれている

造で、 近年、東京都瀬戸岡古墳群の事例から無袖

（草野2010)。

狭山市では笹井1号墳でいわゆる半地下式の無袖

式石室が確認されており、

との構造的類似性が指摘されている

1972)。狭山市周辺の横穴式石室については、今

後、多摩川上流域の古墳や、 駿河地域の無袖石室

やはり浄土古墳群など

（城近 ・三島

などとの比較検討が必要だろう。

今回の事例集成作業を通して、 埋葬施設の不明

な事例も数多く確認した。久喜市菖蒲天王山塚古

墳は若松良一の研究により、角閃石安山岩を使用

ある

した横穴式石室の可能性が高いが、詳細は不明で

（若松1982)。埼玉古墳群中の前方後円墳に

ついても、稲荷山古墳と将車山古墳を除いて埋葬

施設は明らかではない。近隣に位置する真名板高

山古墳も築造時期等を勘案すると横穴式石室の可

能性が高いが実態は不明である。同様に、終末期

の事例でも、上円下方墳とされる宮塚古墳や山王

塚古墳など不明な事例は多い。

さて、 1994年の報告に掲載された古墳の総数は、

4,693基に達する（註3)。その内訳は前方後円墳

（帆立貝形古墳を含む）131基、 前方後方墳 7基、

円墳3,955基、方墳101基、上円下方墳2碁、 八角

形墳 2基、横穴墓297基、不明198碁で、このう ち、

不明事例はほとんどが円墳の可能性が高いと され
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第 3図 埼玉県内横穴式石室の分布状況

る。今回の集成で確認した1022基の古墳の墳形は、

前方後円墳44基（帆立貝形古墳含む）、円墳742碁、

方墳13基、八角形墳2基、不明218基である。こ

のうち前方後円墳では、野原13号墳・大境南2号

墳 ・牛塚古墳・酒巻 1号墳の 4例が、 一つの墳丘

に二つの横穴式石室をもつ双室墳である。後期前

方後円墳における双室墳の事例は全国に分布し、

双室墳築造の背景や、築造技術に関する研究はま

だ十分とはいえず、今後、追究する必要がある。

加えて、埼玉県内では小見真観寺古墳や三千塚古

墳群内秋葉塚古墳、同長塚古墳、埼玉将軍山古墳

など、横穴式石室に竪穴式石榔や木棺直葬といっ

た埋葬施設を伴う事例があり、あわせて検討を進

めるべきだろう。

次に、横穴式石室について確認事例517例から

みてみよう （第3図）。

まず室数をみると単室構造は450例、 複室構造

は53事例、不明事例は14例である。
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分布図対応一覧 36．鹿島古墳群 72．岩屋塚古培 108．上広瀬古墳群 144．北原古墳群 180．西山古墳群

l．飯塚・招木古墳群 37．箱崎古墳群 73．大道古墳 109．海谷古埴群 145．東五十子古埴群 181．糟沢古墳群

2．金室古墳群 38．塚原古墳群 74．寺ノ台古墳 110．内間木古墳群 146．鵜森古墳群 182．矢崎古墳群

3．大野原古墳群 39．四十塚古墳群 75．西原古墳群 111酒巻古墳群 147.日向山古墳 183．ゴエモン塚古墳群

4．下久那古墳群 40．熊野古墳群 76．三千塚古墳群 112小見古填群 148大興寺寺山古墳 184．馬場古靖群

5．小柱古培群 41．小前田古墳群 77，漕の面古墳群 113．埼干古墳群 149．諏訪山古墳群 185．円正寺古墳群

6．安中古珀群 42．腔田古墳群 78．田木山古墳群 114．若小玉古培群 150木部山古墳群 186．山の上古墳群

7．大淵古墳群 43．樋ノ下古墳群 79．駒堀古墳群 115小針古墳群 151大仏古珀群 187．月輪神社古珀

8．金崎古培群 44.^ ごヶ尻古墳群 80．根平古墳群 116．小校古墳群 152．火の見塚古墳 188．栗谷古珀群

9．中之芝古墳群 45．籠原裏古墳群 81，舞台古墳群 117.目沼古墳群 153．木の本古墳群 189．新屋敷古墳群

10．柳瀬古墳群 46．広瀬古埴群 82．附川古墳群 118．椿山古墳群 154．水窪古墳群 190．棘山古培群

11.上長瀞古墳群 47．石原占墳群 83．桜山古墳群 119．閏戸古墳群 155.お手長11.J古墳 191．後谷古瑣群

12.青柳古填群 48．玉井占壊群 84．下唐子古培群 120．笹原古墳群 156．立ヶ瀬古墳群 192.占涼古墳群

13．大御堂古墳群 49．肥塚占埴群 85．青鳥古墳群 121．箕田古墳群 157．上郷古埴群 193．塚原古墳群

14．帯刀古墳群 50．中条占墳群 86．野本古填群 122．馬室古墳群 158．在家古墳群 194.普能寺古墳群

15.下郷古填群 51．飯塚占培群 87．諏訪山古墳群 123．八重塚古墳群 159．上江袋占墳群 195．川角古墳群

16．旭・小島古損群 52．万吉下原古墳群 88．高坂古墳群 124．諏曲山南追跡 160．長安寺占壊群 196．苦林古墳群

17．御堂坂古墳群 53瀬戸山古墳群 89．柏崎古墳群 125.中升古墳群 161．姥ヶ沢古墳群 197．稲荷山公園占墳群

18．東富田古墳群 54．野原古墳群 90．岩鼻古墳群 126．宮追跡 162．番場南追跡 198．斉条古墳群

19．塚合古墳群 55．野原東古墳群 91．久米田古墳群 127．川田谷古墳群 163．円山古墳群 199．白山古墳群

20．長沖古墳群 56．塩・占里古墳群 92．入西古墳群 128．竹たば古墳 164．上前原遺跡 200．若王子古墳群

21．東谷古墳 57．立野占墳群 93．成願寺古墳群 129．側ヶ谷戸古墳群 165．静筒院古墳群 201.ニッコー 2次6号墳

22秋山占墳群 58．東山遺跡 94．浅羽野古墳群 130．植水古墳群 166．天神山占損群 202．羽生古墳群

23．宮内古墳群 59．阿諏訪野東遺跡 95．新山占培群 131．滝坂古墳群 167．草加古墳群 203．今泉古墳群

24．生野山古墳群 60．大境南古墳群 96．片柳古墳群 132．取方古墳群 168．新屋敷占墳 204種足古墳群

25．塚本山古墳群 61，上原古墳群 ，［新町古墳群 133．福田古埴 169．稲荷前古墳 205．栢間古墳群

26．広木大町古墳群 62．穴八幡古墳 98．塚越古墳群 134．狐塚古墳 170．愛宕古墳 206．三島神社古墳

27．白石古培群 63．古里古塙群 99．勝呂古墳群 135山の神古培 171．山王古墳群 207．角戸塚前古塙

28．羽黒山古墳群 64．行司免古墳群 100．西戸古墳群 136千尋原古婚群 172．新田古墳群 208．生出塚古墳群

29．諏訪林古墳 65．天神山古墳群 101．鎌倉街道遺跡古墳群 137．天I古墳 173．粟津ヶ原古墳群 209．北袋古瑣群

30．猪俣北古墳群 66．稲荷塚古墳 102．鶴ヶ丘古墳群

31．猪俣南古墳群 67．向原古培群 103．的場古墳群

32．．上増田古墳群 68．寺山古墳群 104．南大塚古墳群

33．黒田古墳群 69．月輪古墳群 105.下小坂古墳群

34．見目古坦群 70．平古瑣群 106．中野台古墳群

35．長在家古墳群 71．大谷古填群 107．征井占填群

袖部をみると無袖は68例、片袖は23例、両袖は

323例、小石室のため袖のない事例が4例、不明

は99例である。

次に、横穴式石室の形態を石材、石材加工、石

積み、そして平面形態に碁づいてみてみよう。

【自然石】乱石積・模様積石室47例（胴張形44例、

奥搾形1例、撥形1例、不明 1例）、乱石積・通

目積石室110例（胴張形64例、短冊形38例、奥搾

形2例、 L字形2例、羽子板形2例、不明2例）、

石積み不明55例（胴張形28例、短冊形8例、羽子

板形2例、不明17例）

138．下和田古墳 174．唐子古墳群 210．阿弥陀堂古培群

]39上の平戸の古培 175.中尾古埴群 211．指扇新屋敷貝塚

140．内手古墳群 176．両表古墳群 212．大久保古墳群

141．野上下郷古墳群 177．巌山古培群 213．土合古墳群

142．白岩古墳群 178．柴山占培群 214．塚内古填群

143．東堤古瑣群 179.中山古墳群 215. No. 6号墳

【砂岩系石材】乱石積・模様積石室25例（胴張形

25例）、乱石積・通H積4例（胴張形2例、短冊

形2例）、石積み不明 1例（胴張形）

【片岩系石材】模様積石室33例、乱石積・通目積

石室20例（胴張形16例・短冊形3例・羽子板形 1

例）、乱石積6例、石積み不明12例

【凝灰岩】通目・切石積石室例75例（胴張形38例、

短冊形18例、羽子板形5例、撥形 1例、半楕円形

1例、模様積1例、不明11例）

［涸灰岩】切石切組積石室54例（胴張形42例、羽

子板形6例、短冊形3例、方形2例、不明 1例）、
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【角閃石安山岩］削石通目・互日積石室42例（両

袖胴張形35例、無袖短冊形2例、不明 5例）

【房州石】短冊形1例

【緑泥片岩のみ】板石組石室2例

【凝灰岩・角閃石安山岩・緑泥片岩】切石切組積

石室

【その他石材】石積み不明2例【石材不明】 27例

今回、使用石材を軸に各形式を機械的に羅列し

たが、実際には複数形式が一つの群集墳や一つの

「地域」に混在して分布する傾向もみられる。そ

のため、これはあくまでどのような形態が存在す

るのかを確認する上での分類である。

そのうち、自然石•砂岩系・片岩系石材を利用

する石室には未加工、あるいは割石程度の加工乱

石積・通目積石室が主体を占めるなか、乱石積・

模様積石室が認められる。模様積石室は埼玉県北

部の神川町や美里町周辺に集中し、分布の主体は

群馬県藤岡市周辺にある。この形式には、近年、

模様積石室と位置付け難い「模様積的」と表現さ

れる石室があり、模様積石室の定義、乱石積石室

や通目積石室との関係など再考する必要がある。

凝灰岩・角閃石安山岩は加工して積まれる事例

が大半であり、凝灰岩を用いる事例は切組をもつ

事例ともたない事例とがある。凝灰岩通目・切石

積石室における模様積の事例は、美里町諏訪林古

墳である。この「凝灰岩」は、すべてが同じ母材

同じ産地とは考えられず、今後、石材供給に関す

る検討が特に必要な石室である。

角閃石安山岩の事例は胴張形が主体を占めるが、

無袖短冊形の事例が酒巻古墳群に認められる。

さて、最後に複室構造をみると＿て室構造は52例

（想定12例）、三室構造は 1例で53事例（うち確

実な事例は41事例）に及ぶ。上野の研究では27事

例が対象だったが、今回の集成で熊谷市や嵐山町、

坂戸市、毛呂山町などの事例が増えた（上野2000)。

分布の点では古墳数の最も多い県北部で事例が確

認できなかった。確認した事例には分析を行うこ

との困難な資料も数例あるが、これらも発掘調査

写真や概報を検討する限り、複室の可能性が極め

て高い。

研究史で触れたように、複室構造の横穴式石室

は、酒巻21号墳（角閃石安山岩通目積胴張形石室）

の確認により TKlO~TK43（報告書記載時期）

まで上がる可能性が指摘されている。そのほかに

も後期段階とされる複室事例は、若宮八幡古墳（凝

灰岩切石切組積胴張形石室）や胄塚古墳（凝灰岩

切石切組積胴張形石室）、かぶと塚古墳（凝灰岩

切石切組積胴張形石室）などがある。なかでも大

境南1号墳（凝灰岩切石切組積胴張形石室）、酒

巻 1号墳（角閃石安山岩削石互H積胴張形石室）、

小見真観寺古墳（緑泥片岩板石積短冊形石室）は

前方後円墳に造られる。

なお、小針鎧塚古墳（角閃石安山岩削石互目積

胴張形石室）は、石室構造の一部しか判明してい

ない（行田市郷土博物館1988)。ただし、掲載さ

れた図面の羨道部とされる部分には胴張りが認め

られ、複室構造の可能性が高い（第4図）。複室

構造の前室は胴張りをもたず直線胴の事例もある

が、羨道部に胴張りをもつ事例はほぼ確認できな

い。基本的に羨道部は直線胴を呈する。本事例が

複室かどうかは、墳丘内での横穴式石室構築位置

を確認することで明らかにすべきだろう。

小針鎧塚古墳では2領分の桂甲小札が出土した

（船山・塚田1991)。内山敏行により桂甲 Aは後

期2段階 (MT85-TK43)、桂甲Bは後期3段階

(TK43-TK209) とされる（内山2006)。出土副

葬品の編年研究成果をそのまま古墳槃造年代に援

用することは危険だが、本填は洒巻21号墳と近い

時期に築造されたと想定できる。上野が酒巻21号

墳の築造に埼玉将箪山古墳との関連を指摘した点

を踏まえても、小針鎧塚古墳と洒巻21号墳、前方

後円墳における複室事例の動向は注意を要する

（上野2000）。このように複室構造の事例は築造

時期、分布等、改めて検討すべき点が多い。
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第4図 小針鎧塚古墳と角閃石安山岩の複室構造石室
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おわりに

本稿では埼玉県内横穴式石室の研究の現状を確

認し、事例集成を行った。両者の作業に終始して

しまったが、分厚い研究史と膨大な事例の把握は、

今後の研究上、必要不可欠な作業である。

横穴式石室では平面形態や石積みといった要素

が重視されてきたが、それは古墳構造のひとつで

あって、単独で構成されるものではない。こうし

た形態分類による地域差や階層差の検討は必要な

分析だが、その成果から古墳の築造船団や造営の

あり方を捉えるためには今ひとつ踏み込むべきで

あって、既往の分析方法の繰り返すだけでは、課

題は解消されていかない。遺構研究では調査で認

識し、記録した諸点をどれだけ分析に取り上げて

考察し、歴史復元に昇華できるかが求められてい

る。以上を踏まえた古墳策造技術研究を今後の課

題としたい。

註1 「版築」は古墳墳丘盛土の説明に多用される用

語だが、これは墳丘盛土の状態を説明する用語として

は適切ではない。 「版簗」は中国を遡源とする土木技

術で、その技術は時代の変遷、対象構築物により複数

の種類をもつ（張2004)。日本考古学で「古墳」とい

う用語が古墳時代以外の高塚墳にはあまり用いられな

いように、 「版築」という用語にはそれ自体に歴史性

と学史的背景が内包されている。そのため、この用語

を適用する際には「版築」の定義に即すべきである。

註2 事例の集成は、まず、 1994年に刊行された『埼

五県古墳詳細分布調査報告書』に掲載されている各市

町村事例のうち、備考欄に「横穴式石室」、あるいは

「凝灰岩石材」などと記載され、横穴式石室と想定さ

れる事例を集計した（埼玉県立さきたま資料館1994)。

ただし、本書の刊行以降、 2012年10月1日までに埼玉

県内では多くの市町村合併が進められている。作業に

あたっては、 1994年当時の市町村で事例をリストアッ

プ後、現行の市町村に基づいて再隼計した。

『埼玉県古墳詳細分布調査報告書』よりリストアッ

プした事例の出典や詳細については、 2004年に刊行さ

れた塩野博による『埼玉の古墳』を参考にした（塩野

2004)。本書に掲載された古墳のうち、横穴式石室が

確実に存在する事例と想定されている事例とを分けつ

つ、各事例の出典等の基礎事項を整理した。これら「埼

玉県古墳詳細分布調査報告書』と『埼玉の古墳』掲載

の事例についてリストアップ後、各事例の出典となる

発掘調査報告書や県市町村史を再検討し、データを収

集した。なお、収集作業を経て、遺存状態や調査状況

等によって横穴式石室の構造に関するデータがわかる

事例と、存在は確認できるが構造の詳細が不明な事例、

未調査や早くに削平されてしまったために、横穴式石

室に関する情報が不明だが、墳丘に石材が露出、残存

している等の状況から、横穴式石室の存在が想定でき

る事例の 3つに分けている。

『埼玉の古墳』の刊行以後も、当然横穴式石室の調

査と報告はなされており、これらは可能な限り同様の

方法で収集した。ただし遺漏のある可能性は否めず、

新たな事例は随時更新していく。本稿では集成事例に

関する州典は紙幅の都合上割愛した。出典のみでも膨

大な頁を割くことになるため、今後、何らかの形で公

表したい。ご寛恕いただければ幸いである。

註3 本稿の図 1に掲載した合計数は4,692基である。

これは1994年の報告をカウントした結果であり、数度

の検証を踏まえても1994年の報告に掲載された4,693

基とはならなかった。
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埼玉県内横穴式石室確認事例一覧

9
4
 

遺跡 No／遺跡名／所在 No. 古墳名 墳形 墳長 埴輪 室数 平面形 袖部 側壁石積 奥壁石積 側壁石材 奥壁石材 石材加工 全長 最大幅

1 飯塚・招木32号墳 円 不明 不明 単？ 不明 不明 不明 3段 片・自 片 不明 不明 不明

2 飯塚・招木79号墳 円 不明 X 単？ 不明 両？ 不明 不明 不明 不明 なし 不明 不明

1．飯塚・招木古墳群 3 飯塚・招木89号墳 円 11. 2Xl2 3 X 単 胴張形 両 通目積・乱石積 2段 砂？ 片 なし 4. 1 1. 2 

（秩父市） 4 飯塚・招木102号墳 円 9. 4 X 単 胴張形 両 模様積 2段 自 片 なし 3. 6 1. 4 

5 飯塚・招木125号墳 円 不明 X 単 不明 不明 不明 不明 不明 砂・自 不明 1.8 0. 6 

6 飯塚・招木126号填 円 不明 X 単 胴張形 両 通目積 1段～ 自 片 なし 2. 3 1. 3 

2金室古墳群（秩父市） 7 金室古墳 円 不明 X 不明 短冊形 両 通目積 2段～ 自 自 なし 不明 1.8 

3．大野原古墳群（秩父市）
8 原谷1号墳 円 12. 0 不明 単 胴張形 両 通目積 不明 緑片•砂 不明 なし 4. 5 1.1 ， 原谷4号墳 円 13. 0 不明 単 短冊形 両 通目積 多段積 緑片 緑片 なし 5. 0 2. 2 

4．下久那古墳群（秩父市） 10 氷雨塚古墳 円 17. 0 X 単 不明 不明 不明 不明 自 自 不明 4. 5~ 1.8 

5．小柱古墳群（秩父市） 11 小柱氷雨塚古墳 円 14 6 不明 単 不明
両無

不明 3段 不明 不明 不明 不明 不明

6．安中古墳群（秩父市） 12 安中 1号墳 円 10 0 X 単 短冊形 通目積 多段積 砂 砂 不明 3. 2 0 8 

7大淵古墳群（皆野町） 13 大淵古填 円 25 0 不明 単？ 短冊形 不明 通目積・乱石積 2段 砂 砂 割石 3. 44~ 2 1 
＇ 14 大堺2号墳 円 6 ~ 不明 単 胴張形 不明 通目積 2段 片 片 割石？ 3. 2~ 2. 2 

8．金崎古墳群（皆野町） 15 大堺3号墳 円 11Xl8 X 単 胴張形 両 通目積 3段 片・緑片 片 割石？ 8 1 2 5 

16 大堺4号墳 円 13~ 

゜
単 短冊形 無 通目積 2段 片 片 割石？ 7. 6 1. 2 

9．中之芝古墳群（皆野町） 17 皆野大塚古墳 円 18. 0 X 単 胴張形 両 通目積 鏡石と多段 自？ 片 割石 9 1~ 3 2 

10．柳瀬古墳群（皆野町） 18 柳瀬1号墳 円 10. 0 X 単 胴張形 両 通目積 1段～ 砂 砂 割石 3, 6 1 7 

19 上ノ台 1号墳 円 5 ~6 X 単 胴張形 両 通目積 1段～ 片 片 なし 3, 1 1 1 
11．上長瀞古墳群（長瀞町） 20 上ノ台 2号墳 円 11 8Xl3 8 X 単 胴張形 両 通目積 多段積？ 片・自 片・自 不明 3. 7 1 4 

21 上ノ台 3号墳 円 9. 2 X 単 胴張形 両 通目積 多段積？ 片・自 片・自 不明 2. 8 1. 5 

22 南塚原 4号墳 円 23 0 

゜
単 短冊形？ 両 乱石積 乱石積 自 自 なし 6.1 2. 4 

23 南塚原 5号墳 円 23 0 

゜
単 胴張形 両 乱石積 乱石積 自 自 なし 4. 7 2. 4 

24 南塚原 6号墳 円 37 0 

゜
単 胴張形 無 乱石積 2段 自 緑片・自 なし 8.1 2. 3 

25 南塚原 7号墳 円 20. 0 X 単 胴張形 両 模様積 模様積 自 自 なし 5. 9 1 7 

26 南塚原10号墳 円 19. 0 

゜
単 短冊形 両 通目積・乱石積 多段積 自 自 なし 6 9 2. 7 

27 南塚原20号墳 円 24 0 

゜
単 短冊形 無 通目積・乱石積 1段～ 自 自 割石 7 5 1. 5 

28 南塚原25号墳 円 17 0 X 単 胴張形 両 模様積 模様積 自 自 なし 7. 5 1. 9 

29 南塚原26号墳 円 19, 0 

゜
単 胴張形 両 通目積 多段積？ 自 片 なし 6. 1 2. 1 

30 南塚原35号埴 円 19 2 X 単 胴張形 両？ 模様積 多段積 自 自 なし 4. 2~ 1.8 

31 南塚原38号墳 円 24~25 

゜
単 短冊形 無？ 通目積 多段積 自 巨石 なし 4. 9~ 1. 6 

32 南塚原40号墳 円 17 3 

゜
単 胴張形 両 通目積 多段積 自 自 なし 7 2 2 7 

33 南塚原46号墳 円 18 5 

゜
単 短冊形 価Jヽヽヽ 不明 不明 不明 不明 なし 4~ 1 0 

34 南塚原50号墳 円 13. 5 

゜
単 胴張形？ 両？ 不明 多段積 不明 凝 切石 不明 I. 6 

35 南塚原54号墳 円 22. 2 

゜
単 胴張形 両 通目積？ 不明 自 不明 なし 6 0 2 2 

36 南塚原55号墳 Pl 26~27 

゜
単 短冊形 両 通目積・乱石積 多段積 自 自 なし 6. 7 2 2 

37 南塚原58号墳 円 18. 0 X 単 胴張形 両 不明 不明 自 不明 なし 不明 1.8 

12青柳古墳群（神川町）
38 南塚原62号墳 円 16. 0 

゜
単 胴張形 両 通目積？ 多段積， 自 自 なし 5 9 I 6 

39 南塚原69号墳 円 17. 0 X 単 胴張形 両？ 模様積 1段～ 自 片 なし 5 8 1. 6 

40 南塚原70号墳 円 22. 0 X 単 胴張形 両？ 模様積 不明 自， 自 なし 6. 3 1. 9 

41 四軒在家2号墳 円 20 0 X 単 胴張形 両 模様積 模様積 自 自 なし 7. 9 2 3 

42 四軒在家3号墳 円 23. 0 X 単 胴張形 両 模様積 模様積 自 自 なし 6 7 1. 9 

43 四軒在家6号墳 円 10 0 X 単 胴張形 両？ 模様積 模様積 自 自 なし 2 7~ 1. 4 

44 四軒在家7号墳 円 13~14 X 単 胴張形 両 模様積 模様積 自 自 なし 5. 3 1. 5 

45 四軒在家8号墳 円 17. 0 X 単 胴張形？ 両 模様積 模様積 自 自 なし 6. 2 1. 7 

46 城戸野 1号墳 円 12. 0 

゜
単 短冊形 無 通H積 2段 自 巨石 なし 4. 9 1. 2 

47 城戸野2号墳 円 11 0 ◎ 単 短冊形 無 通目積 2段 自 巨石 なし 5 ~ 1. 4 

48 城戸野4号墳 円 17 5 X 単 短冊形？ 不明 不明 不明 自 自 なし

49 城戸野7号墳 円 14 0 

゜
単 短冊形 無 不明 不明 不明 不明 不明 4. 5~ 不明

50 城戸野15号墳 円 14. 0 X 単 胴張形 両 模様積 模様積 自 自 なし 6 0 2. 4 

51 城戸野30号墳 円 20. 0 

゜
単 胴張形 両 通目積（模様積？） 2段～ 自 自 なし 7 ~ 2. 4 

52 海老ヶ久保10号墳 円 15 5 X 単 胴張形 両？ 模様積？ 模様積？ 自 自 なし 7. 1 1 66~ 

53 海老ヶ久保11号墳 円 11 0 X 単 胴張形 両？ 模様積 不明 自 不明 なし 4 6~ 1.8 

54 海老ヶ久保18号填 円 11.0 X 単 胴張形 両 通目積（模様積？） 不明 自 不明 なし 4. 6~ 1. 9 

55 海老ヶ久保20号墳 円 21. 2 X 単 胴張形 両 模様積 模様積 自 自 なし 7 05~ 2. 2 
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遺跡No．／遺跡名／所在 No. 古墳名 墳形 墳長 埴輪 室数 平面形 袖部 側壁石積 臭壁石積 側壁石材 臭壁石材 石材加工 全長 最大帽

56 十ニヶ谷戸3号墳 円 18.0 

゜
単 短冊形？ 無？ 乱石積 鏡石と多段 自 巨石・自 なし 1. 45~ 1. 5 

57 十ニヶ谷戸4号墳 円 11.0 ◎ 単 短冊形 無 不明 鏡石と多段 自 巨石・自 なし 4.5 2. 0 

58 十一ヶ谷戸10号墳 円 12. 5 

゜
単 短冊形 無 乱石積 2段 自 片 なし 4.9 1. 4 

59 十―ヶ谷戸15号墳 円 16. 5 ◎ 単 L字形 片（左） 乱石積 多段積 自 自 なし 7. 7 2. 0 

60 十一ヶ谷戸17号墳 円 不明

゜
単 短冊形 無 通目積 1段～ 自 片 なし 4.1 1. 2 

61 ニノ宮14号墳 円 11. 5 x 単 胴張形 両 模様積 模様積 緑片・自 自 なし 4. 9 1.4 

62 ーノ宮17号墳 円 15. 0 X 単 胴張形 両 模様積 模様積 自 自 なし 6. 2 2.1 

63 ーノ宮19号墳 円 13. 0 X 単 胴張形 両 模 模様積 自 自 なし 5. 2 1.4 

64 中新里諏訪山古墳 前 42. 0 

゜
単 不明 片 不明 不明 不明 不明 不明 7. 5 不明

12．青柳占填群（神）11町） 65 北塚原2号墳 円 14. 8 

゜
単 短冊形 無 乱石積 1段 自 自？ なし 6. 7~ 不明

66 北塚原3号墳 円 16. 5 

゜
単 不明 無 不明 不明 自 不明 なし 6. 7 不明

67 北塚原4号墳 円 17. 5 

゜
単 不明 無 不明 不明 自 不明 なし 不明 不明

68 北塚原5号墳 円 12. 5 

゜
単 不明 片 不明 不明 自 不明 なし 5.1 不明

69 北塚原6号墳 円 11. 0 

゜
単 短冊形 片（左） 乱石積 1段 自 自？ なし 4. 8 不明

70 北塚原7号墳 円 15.2 

゜
単 短冊形 無 乱石積 2段 自 自 なし 5.4 不明

71 北塚原8号墳 円 15. 5 

゜
単 不明 無 不明 不明 自 自 なし 不明 不明

72 北塚原10号墳 円 16. 5 

゜
単 不明 無 不明 不明 自 自 なし 不明 不明

73 北塚原12号墳 円 19. 0 

゜
単 不明 無 不明 不明 自 自 なし 5. 9 不明

74 諏訪ノ木古墳 円 14. 0 

゜
単 短冊形 無 不明 不明 自 自？ なし 5. 5 1.1 

13．大御筵占墳群（上里町）
75 這堂稲荷塚古墳 円 24. 6X22. 3 ◎ 単 短冊形？ 無 乱石積 不明 自 不明 なし 5.4 1.0 

76 編笠塚古墳 円 17. 6 

゜
単 胴張形 両 模様積 模様積 自 自 不明 7. 5 不明

77 帯刀2号墳 不明 12X9. 8 X 単 胴張形 両 模様積 模様積 自 自 なし 4.1 1.4 

78 帯刀3号墳 円？ 16.4Xl5.2 X 単 胴張形 両？ 模様積？ 模様積？ 自 自 なし 4. 9 1.7 

14．帯刀古墳群（上里町）
79 帯刀4号墳 円 12. 0 X 単 胴張形 不明 不明 不明 自？ 不明 なし 5. 4 2.1 

80 帯刀20号墳 円 28. 0 

゜
単 胴張形 両？ 不明 不明 珪？ 珪？ なし 6.6 2. 8 

81 原田1号墳 円 20. 0 

゜
単 胴張形？ 不明 不明 不明 自 不明 なし 5. 8 2. 3 

82 原田2号墳 円 17Xl8 

゜
単 胴張形？ 無？ 不明 不明 自？ 不明 なし 5.4 1. 9 

15．下郷古墳群（上里町） 83 寺浦2号填 円？ 不明

゜
単 胴張形 両 不明 不明 不明 不明 不明 不明 1. 5 

84 浅間山古墳 円 38.0 X 単 胴張形 両 通目積・互目積 不明 角安 角安 4面削石 9.5 2. 4 

85 つつじヶ丘地区29号址 円 25. 0 不明 単 胴張形 不明 不明 不明 角安 角安 削石 不明 不明

86 つつじヶ丘地区30号址 円 不明 不明 単 胴張形 不明 不明 不明 自・角安 不明 不明 不明 不明

87 上里5号墳 円？ 11Xl2 X 単 胴張形 両？ 通目積・互目積か 不明 角安 不明 削石 6~ 不明

88 ニ田地内1号墳 円 22. 0 X ，単 不明 不明 不明 不明 角安 不明 削石 不明

89 小島御手長山古墳 円 42. 0 

゜
単？ 螂J形？ 両？ 互目積 多段積 角安 角安 切石 6~ 2. 9 

16.旭・小島古墳群
90 堂場4号墳 円 18. 0 X 単 不明 不明 不明 不明 角安 角安 削石 5~6 不明

91 下野堂御手長山古墳 円 . 21~22 X 単 胴張形 両？ 通目積・互目積か 多段積？ 角安 角安 切石 3.2~ 1. 4 
（上里町・本庄市）

92 杉ノ根9号墳 不明 不明 X 単 胴張形 不明 不明 不明 自 自 なし 不明 0.6 

93 開拓1号墳 円 22. 7 X 単 胴張形 両 互目積 不明 角安 角安 削石 5.1 1. 4 

94 ニ田6号墳 円 42. 0 X 不明 不明 不明 不明 不明 角安 不明 切石 不明 不明

95 ニ田11号墳 円 12. 0 X 単 胴張形 両 通目積 多段積 自 角安・片 削石 4.1 1.0 

96 三田12号墳 円 22. 2X22. 6 X 単 不明 不明 不明 不明 ・角安 角安 削石 不明 不明

97 ＝田13号墳 円 12. 0 X 単 胴張形 両 不明 不明 角安・片 角安・片 削石 4. 9 1. 3 

98 ー田14号墳 円 12. 0 X 単 胴張形 両 不明 不明 自・角安， 不明 削石 4. 6~ 1. 2 

17．御堂坂古墳群（本庄市）
99 御堂坂1号墳 円 10. 5 

゜
単 胴張形 両？ 互目積？ 多段積 角安 角安 切石 4.9 1. 7 

100 御堂坂2号墳 円 18.0 X 単 胴張形 不明 不明 不明 角安 角安 削石 5 ~ 1.8 

18．東富田古墳群（本庄市） 101 西原古墳 円 28. 0 X 単 胴張形 両？ 通目積 多段積 自・角安 自・角安 不明 不明 1. 7 

19．塚合古墳群（本庄市）
102 本庄41号墳 円 10. 0 

゜
単 胴張形 両？ 通目積・互目積 多段積 角安 角安 削石 不明 1. 9 

103 本庄43号墳 円 7~ X 単 胴張形？ 不明 通目積・互目積か 不明 角安 角安 不明 不明 1. 8 

104 長沖3号墳 円 10. 0 X 単 胴張形 両 乱石積（模様積的） 模様積 自 自 なし 2. 75~ 1.8 

105 長沖4号墳 不明 不明 不明 単 短冊形 無 不明 不明 不明 不明 不明 不明 不明

106 長沖8号墳 帆 26.3 

゜
単 胴張形 両？ 翻積 1段～ 緑片・自 緑片 なし 5. 9 不明

20．長沖古墳群（本庄市）
107 長沖9号墳 円 不明 0? 単 胴張形 両 乱石積（模様積的） 自 自 なし 4. 3 1. 5 

108 長沖10号墳 円 12. 0 X 単 胴張形 両 乱石積（模様積的） 自 自 なし 3.6 1.4 

109 長沖11号墳 円 14. 0 X 単 胴張形 両 不明 不明 自 自 なし 4.85~ 1.8 

110 長沖13号墳 円 30. 5 

゜
単 短冊形 無 乱石積 1段 自 片 なし 5. 8 1. 3 

111 長沖21号墳 円？ 不明

゜
単 胴張形 両 模様積 1段 自 緑片 なし 8. 2 2. 7 
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遺跡 No／遺跡名／所在 No 古墳名 墳形 墳長 埴輪 室数 平面形 袖部 側壁石積 奥壁石積 側壁石材 奥壁石材 石材加工 全長 最大幅

112 長沖23号墳 円 不明

゜
単 短冊形 両 乱石栢 1段～ 緑片・自 緑片 なし 5 7 1 6 

113 長沖28号培 円 16 5 

゜
単 短1111形 無 乱石梢 不明 自 緑片 なし 3 85~ LO 

20長沖古内群（本庄市） 114 長沖30号珀 円 10 I X 単 胴張形 両 校様積 多段積 自 自 なし 4 15~ 2 5 

115 長沖40号閉 円 13. 9X 13 95 X 単 胴張形 両 模様積 多段柑 ？ 片 片 なし 不明 1 9 

116 逍上 1号墳 円 19 2 

゜
単 胴張形？ 不明 不明 不明 不明 巨石 ？ 不明 不明 不明

21．束谷古瑣（本庄市） 117 東谷古内 円？ 27 0 不明 単 ？ 胴張形 不明 不明 4段 角安？ 片 不明 不明 不明

22秋山古泊群 ll8 秋山諏訪山古珀後円部石室 前 60. 0 不明 単 羽子板形 無 通目栢 1段 片 凝？ 不明 9 1 1 8 

（塚原支群） （本庄市） 119 秋山床申塚古沿 円 34 0 

゜
単 胴張形 両 校様梢 1段 片 片・自 割石 7 7 4.1 

23宮内古培群 120 宮内 1号珀 円 7 1 X 単 胴張形 両 乱石積 2段 片 片 なし 5. 7 1 4 
（本庄市） 121 宮内 2号沼 円 7. 2 X 単 胴張形 両 乱石梢 2段？ 片 片 なし 3 8~ I 2 

122 生野山 3号内 円 ＇ 16. 0 不明 単 短冊形 ？ 無 乱石梢 不明 自 自 なし 5. 4 I 8 

24生野山古tn群 （美里町） 123 生野山16号PJ'l 前 58 0 

゜
単 羽子板形 片（左） 通目梢・乱石柏 2段 自 自 なし 7 8 2 3 

124 生野山65号tn 円 42 0 

゜
単 胴張形 両 通目積乱石積 2段 自 自 なし 6 4 2 3 

125 生野山い号柑 不明 不明 不明 単 奥搾形 無？ 通目積 2段 自 自 不明 不明 不明

126 塚本山114号瑣（塚本山 1号泊） 円 25. 0 

゜
-iji 胴張形 両 模様積 模様桁 片 片 なし 5. 6 2 8 

127 塚本山122号培（塚本山 3号培） 円 13. 0 X 単 胴張形 両 模様積 1段～ 片 片？ なし 3. 8 1. 4 

128 塚本山125号旧 （塚本山 4号項） 円 10 7 X 単 胴張形 両 模様梢 1段～ 片 片？ なし 4 1 1 4 

129 塚本山124号墳（塚本山 5号Jfl) 円 19 0 X 単 胴張形 両 揆様梢 l段 片 片 なし 5 1 1 6 

130 塚本山126号内（塚本山 7号沿） 円 10 0 X 単 胴張形 両 模様梢 1段～ 片 片？ なし 3 6 1 7 

131 塚本山127号沿（塚本山 8号培） 円？ 11. 0 X 単 胴張形 両 校様積 1段～ 片 片？ なし 3 7 1 4 

132 塚本山131le}項 （塚本山9号珀） 円？ 25. 0 X 単 胴張形 両 校様積 1段～ 片 片 なし 4 1 1 6 

133 塚本山139号培（塚本山10号墳） 円 22 5 X 単 胴張形 両 乱石梢（模様積的） 模様積 片 片 なし 3 4 11 

134 塚本山132号沼 （塚本山11号内） 円 17. 5 X 単 胴張形 両 模様梢 1段～ 片 片？ なし 5 2 I 6 
135 塚本山133号布（塚本山12号Jfl) 方？ 24X 19 5 X 単 胴張形 両 模様梢 1段～ 片 片？ なし 6 7 11 

136 塚本山121号内（塚本山13号内） 円 12 0 X 単 胴張形 両 模様梢 1段 片 片 なし 5 5 1.8 

137 塚本山117丹沼（塚本山15号項） 円 20. 0 

゜
単 胴張形 両 ？ 校様栢 校様積 片 片 なし 5 8 I 95~ 

138 塚本山120号旧（塚本山16号内） 円 10 0 X 単 胴張形 両 模様積 板石＋模様和 片 片 ・自 なし 4 3 1 6 

139 塚本山118号培（塚本山17号団） 円 11 0 0? 単 胴張形 両 乱石梢（模様積的） 模様梢 片 片 なし 4 8 I 8 

25塚本山占沼群（美里町）
140 塚本山134号用 （塚本山18号れ） 円 13. 0 X 単 胴張形 両 模様梢 不明 片 不明 なし 4 0 I 4 
141 塚本山137号内（塚本山19号J/l) 円 11 0 X 単 胴張形 両 模様栢 模様積 片 片 なし 5 7 I 7 
142 塚本山136号内（塚本山20号培） 円 10 0 X 単 胴張形 不明 模様栢 1段 片 片 なし 不明 I 7 
143 塚本山135号JJ'l（塚本山21号項） 円 7. 0 X 単 胴張形 両 模様積 1段～ 片 片 なし 3 9 1 4 

144 塚本山119号内（塚本山22号店） 円 10 0 X 単 胴張形 両 模様積 模様租 片 片 なし 4. 3 1 4 

145 塚本山129号沿（塚本山23号沿） 不明 不明 X 単 胴張形 不明 不明 不明 片 不明 不明

146 塚本山172号JJ'l（塚本山24号瑣） 円 不明 X 単 胴張形 両 乱石積（模様梢的） 不明 片 ,f明 なし 3 9 I I 
147 塚本山173号墳（塚本山25号墳） 円 不明 X 単 胴恨形 両 乱石梢（校様桁的） 片 片 なし 3. 4 I 2 

11449 8 
塚本山174号培（塚本山26号培） 円 不明 X 単 胴張形 両 乱石積（校様積的） 不明 片 不明 なし 4 4 I 6 

塚本山27号珀 円 不明 X 単 胴張形 両 模様積 不明 片 不明 なし 5 1 I 2 
150 塚本山28号泊 円 13. 0 X 単 胴張形 両 模様梢 1段～ 片 片？ なし 4 4 1. 3 

151 塚本山29月珀 円 10 0 X 単 胴張形 両 乱石梢（模様柑的） 片 片 なし 3 6 I 2 
152 塚本山30号fn 円 不明 X 単 胴張形 両 乱石栢（楼様積的） 不明 片 不明 なし 3 9 I 3 
153 塚本山177号泊（塚本山34号J/l) 不明 不明 X 単 胴張形 無 乱石積 乱石積 片 片 なし I 9 0 6 

154 塚本山178号打（塚本山35号培） 不明 不明 X 単 徳利形 不明 不明 不明 片 不明 なし 1.1 0 6 

155 塚本山80号JJ'l 円 17. 0 0 i単？ 胴張形 ？ 不明 校様梢 ‘9 模様積 ？ 自 自 なし 不明 不明

26広木大町占珀群（美里町） 156 広木大町3号沿 不明 不明 不明 単 胴張形 両 不明 1段～ 自 自 なし 5 1 2 6 

157 広木大町4号墳 円 不明 不明 単 短冊形 無 通目梢・乱石梢 不明 自 不明 なし 5 9 I 8 
158 広木大町5号沿 円 20~30 不明 単 不明 両 校様梢 校様積 自 自 なし 不明 不明

159 広木大町8号沿 前 38 5 

゜
単 短fll!形 無 不明 1段～ 自 自 なし 7 4 I 7 

160 広木大町9号沿 HヽI・J 43 0 ◎ 単 短19肛形 無 不明 不明 自 自 なし 6 9 1 7 

26広木大町古培群（美里町） 161 広木大町15号JJ'l 円 l 不明

゜
単 短1111形 無 乱石積 多段積 自 自 なし 6 0 1 0 

162 広木大町39号内 円 14 4 

言゚

単 短llll形 無 通目積・乱石積 不明 自 不明 なし 1 0 

11663 4 
広木大町46号培 円 10 3 単 胴張形 両？ 楼様梢 校様積 自 自 なし I 3 
広木大町57号Jl'l 円 11 3 

゜
単 胴張形 両 不明 不明 自 自 なし 4 5 1 5 

165 広木大町66号fn 円 7 0 X 単 胴張形 両 乱石校？ 不明 自 自 なし 3. 5~ 1.1 

27白石古培群（美里町）
166 i 白石 3号培

前円
32 5 

゜
単 短1111形 無 ？ 不明 不明 自 不明 なし 不明 不明

167 白石4号培 不明

゜
単 胴張形 両 不明 模様積？ 自 自 なし 5 8 2. 5 



9
7
 

遺跡 No／遺跡名／所在 No. 古墳名 墳形 墳長 埴輪 室数 平面形 袖部 側壁石積 奥壁石積 側壁石材 奥壁石材 石材加工 全長 最大幅

168-1 白石5号沿第 1石室 円 不明

゜
単 胴張形 両 模様積・乱石梢 模様積？ 自 片 なし l ＇ 5 3 2 8 

1168-2 白石5号培第 2石室 円 不明

゜
単 胴張形 両 乱石積 不明 自 不明 なし 4. 8 I 7 

169 白石6号瑣 円 14 0 X 単 胴張形 両 模様積・乱石積 不明 自 不明 なし 3 31~ I 5 

170 白石II号珀 円 17 2 

゜
単 短冊形 無 乱石積 不明 自 巨石？ なし 6.1 I 7 

171 白石12号墳 円 17 2 

゜
単 不明 不明 不明 不明 自 不明 なし 5 5~ 0 9~ 

172 白石13乃珀 円 19 5 

゜
単 不明 無 ？ 乱石積 不明 自 不明 なし 5 ~ I. 7 

173 白石14号項 円 30 I 

゜
単 胴張形 不明 乱石積 不明 自 不明 なし 4 8~ 2. 3 

174 白石18号培 円 17 2 

゜
単 胴張形 両 模様積 模様栢 片 自 なし 6 2 2. 1 

175 後海逍2号沿 円 18. 2 

゜
単 胴張形 両 乱石梢（校様積的） 2段 自 片 なし 5 5 2. I 

27白石占旧群（美里町） 176 後海逍3号布 円 19. 5 X 単 胴張形 両 乱石積（校様積的） 1段 自 凝 削石 5 ~ 1.8 

177 後海逍4号沿 円 19. 5 X 単 胴張形 両 通目梢 不明 自 不明 なし 5 9 1.5 

178 後海逍5号瑣 円 不明 0? 単 奥搾形 無 乱石積（楼様積的） 不明 自 自？ なし 5 1 1 4 

179 久保 1号用 円 25. 5 

゜
単 胴張形 無 乱石積 不明 自 不明 なし 7 62~ 2 4 

180 久保2号珀 円 23 I 

゜
単 短1l11形 無 乱石積 不明 自 不明 なし 5 9 1 7 

181 久保3号泊 円 不明

゜
単 撥形 両・左片 乱石棺（模様積的） 模様租？ 自 片 なし 3 9 1. 4 

182 久保4号沿 方？ 22. 5 

゜
単 胴張形 両 模様積？ 模様栢？ 自 片 なし 5 1 2 2 

183 久保5号泊 円 12 5 X 単 胴張形 両 通目積・乱石積 不明 自 不明 なし 不明

184 早逍掲3号叩 円 16. 2 

゜
単 不明 不明 不明 不明 自？ 不明 不明 5 55~ 3 7 

185 早逍場4乃咀 円 17 1 

゜
単 不明 不明 不明 1段～ 自？ 凝 不明 不明 不明

186 雷電神社裏古｝n 円 22 0 X 単 胴張形 両？ 通目栢 ？ 1段 片 凝 なし 不明 I 7 

28羽黒山古in群（美里町） 187 羽規山 1号泊 1-Y 不明 X 単 撥形 無？ 乱石栢（模様積的） 不明 片 不明 なし 4. 8 I 6 

188 羽県山 3号沿 1.y 18. 0 X 単 胴張形 両 ？ 乱石禎（模様梢的） 不明 自 不明 なし 不明 不明

189 羽焦山 6号沿 円 15 0 X 単 胴張形 両？ 乱石積（模様栢的） 不明 自 不明 なし イ；明 不明

29諏訪林古JJ'.I（美里町） 190 諏訪林占珀 円 24 0 X 単 胴張形 両 模様積 1段 凝・自 凝 りJ石 6 0 2 6 

191 猪俣北1号柑 円 20 2 X 単 胴張形 両 乱石積（模様桁的） l段 自？ 凝 削石 6 6 I 8 

猪俣北2号頃 円 単 胴張形 両 乱石積（模様梢的） 2段 自？ 巨石 なし
30猪俣北古培群（美里町）

192 19 3 X 5 7 l 6 

193 猪俣北12号泊 円 20 4 X 単 胴張形 両 不明 不明 不明 不明 なし 3 9~ 1 8 

194 猪俣北13号tl'l 円 不明 X 単 胴張形 両 不明 不明 不明 不明 なし 3. 92~ 1 7 

195 猪俣南 1号ja 円 20 0 

゜
単 羽子板形 両 乱石積 不明 自？ 不明 なし 5 3 1 9 

196 猪俣南2号・jn 円 20 0 

゜
単 胴張形 両 乱石梢 1段～ 自 巨石 なし 5 6 2 0 

31．猪俣南占培群（美里町）
197 猪俣南15号｝n 円 19 0 不明 単 胴張形 両 模様積 校様積 自 自 なし 5 8 2 6 

198 猪俣南18号培 円 14 6 X 単 胴張形 両 校様積 校様村t 自 自 なし 5 3 2 4 

199 猪俣南19号泊 円 22 0 X 単 胴張形 両 校様積 模様梢 ？ 自 自 なし 5. 1~ 2 5 

200 一本松古泊 円 30 0 

゜
単 胴張形 両 模様積 不明 片・自 片 割石 6 2 2 5 

32上地1±1古沿群（深谷市） 上増田9号沿 円 不明 単 胴張形 両 不明 不明 角安 不明 不明 不明 不明201 25~28 

202 果田 1号沿 円 16x18 ◎ 単 短1111形 ？ 無 乱石梢 不明 自 自？ なし 3 8~ I 0 

203 黒田3号培 円 14 0 〇？ 単 短19肘形？ 無 乱石梢 不明 自 自？ なし 4 2~ 0 9 

204 黒田4号珀 円 18 5Xl6 5 0? 単 L字形 片（右） 乱石栢 2段 自 片 なし 5 6 2 2 

33 mB:1古竹群（深谷市） 205 黒田6号珀 円 17 0 不明 単 短111}形 ？ 無 乱石積 不明 自 不明 不明 5. 6~ 11 

206 黒田7号珀 円 13 0 X 単 短冊形 無 乱石梢 1段～ 自 凝・自 切石 4 8 I 0 

207 黒田 8号沿 円 11X9 5 

゜
単 短冊形 無 乱石梢 l段～ 自 凝 ・自 切石 4 9 0 9 

208 黒田9号培 円 15. sx 18 

゜
単 短冊形 無 乱石柏 2段～ 自 硬砂岩 なし 5 4 1 0 

209 黒田10号泊 円 17Xl6 

゜
単 短冊形？ 無 乱石栢 不明 自 不明 なし 2 8~ I 0 

33黒田古jn群（深谷市） 210 黒田］1号珀 円 18 0 

゜
単 短冊形？ 無？ 乱石梢 3段 自 片 なし 3. 28~ I 2 

211 黒田17号沿 円 20 7 ◎ 単 胴張形 両 乱石梢 3段＋礫 自 巨石 なし 5 2 2 0 

212 黒田20号沿 円 13 6 X 単 胴張形 両？ 乱石積？ 不明 自 不明 なし 3 5~ I 4 

34見目占瑣群（深谷市）
213 見目 1号沿 円 19 0 0? 単 短冊形 無 乱石柏 1段～ 自 自 なし I 不明 I. 6 

214 見目 2号泊 円 17 0 0? 単 胴張形 両 乱石積（模様積的） 多段梢 片・自 片・自 なし 5 3 不明

35長在家古項群（深谷市） 215 ごんだ塚古泊 不明 不明 X 二室 不明 不明 不明 不明 自 自 不明 不明 イ；明

216 鹿島 1号れ 円 16 0 X 単 胴張形 両 乱石梢（模様栢的） 不明 砂 緑片 なし 5 I I 5 

217 鹿島5号沿 円 17 0 X 単 胴張形 両 乱石梢（模様梢的） l段 砂 緑片 なし ， 3. 3 I 6 

218 鹿島6号切 円 16 3 X 単 胴張形 両 乱石積（校様梢的） 不明 砂 不明 なし I 4 8 I 6 

36鹿島古頃群（深谷市） 219 鹿烏7号珀 円 不明 X 単 胴張形 両 ？ 乱石梢 2段 砂 緑片 なし 2 4~ 1 5 

220 鹿島8号tn 円 37 5 X 単 胴張形 両 乱石積（校様梢的） 1段 砂 緑片 なし 4 9 I 8 

221 鹿島9号珀 円 15 0 X 単 胴張形 両 乱石積（模様積的） 2段 砂 緑片 なし 4 2 I. 4 

222 鹿島11号閉 円 不明 X 単 胴張形 不明 乱石積（模様積的） 1段 砂 緑片 なし 2. 8~ I 7 
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遺跡 No．／遺跡名／所在 No. 古墳名 墳形 墳長 埴輪 室数 平面形 袖部 側壁石積 臭壁石積 側壁石材 臭壁石材 石材加工 全長 最大幅

223 鹿島12号墳 円 24. 0 X 単 胴張形 両 乱石積（模様積的） 2段 砂 緑片 なし 6. 7 1. 7 

224 鹿島13号墳 円 不明 X 単 胴張形 両 乱石積（模様積的） 3段～ 砂 巨石 なし 5. 0 1. 4 

225 鹿島14号墳 円 13. 0 X 単 胴張形 両 乱石積（模様積的） 不明 砂 不明 なし 3. 9 1. 3 

226 鹿島15号墳 円 不明 X 単 胴張形 両 乱石積（模様積的） 2段 砂 緑片 なし 4. 2 1. 4 

227 鹿島16号墳 円 14. 6 X 単 胴張形 両 呑切積（模様積的） 不明 砂 不明 なし 4. 5 1. 7 

228 鹿島17号墳 円 不明 X 単 胴張形 両 乱石積（模様積的） 3段 砂 緑片 なし 3. 9 1. 2 

229 鹿島18号墳 円 不明 X 単 胴張形 両 乱石積（模様積的） 1段～ 砂 巨石 なし 不明

230 鹿島1”封貴 円 不明 X 単 胴張形 両 乱石積（模様積的） 不明 砂 不明 なし 4.6 1. 7 

231 鹿島20号墳 円 20. 0 X 単 胴張形 両 乱石積（模様積的） 2段 砂 緑片 なし 3. 9 1. 6 

232 鹿島21号墳 円 不明 X 単 胴張形 両 乱石積（模様積的） 1段～ 砂 緑片 なし 4. 5 1. 7 
233 鹿島22号墳 円 14. 2 X 単 胴張形 両 乱石積（模様積的） 不明 砂 不明 なし 4. 2 1.8 

234 鹿島23号墳 円 不明 X 単 胴張形 両 乱石積 1段 砂 緑片 なし 2. 58~ 1. 4 

36．鹿島古墳群（深谷市）
235 鹿島24号墳 円 21.5 X 単 胴張形 両 乱石積 2段～ 砂 緑片 なし 7. 7 2. 2 

236 鹿島25号墳 円 10. 8 X 単 胴張形 両 不明 不明 砂 不明 なし 3. 7 1. 6 

237 鹿島26号墳 円 10.0 X 単 胴張形 両 乱石積 1段 砂 緑片 なし 3.3 1.5 
238 鹿島27号墳 円 14.4 X 単 胴張形 両 乱石積 不明 砂 不明 なし 2. 6~ 1.5 
239 鹿島33号墳 円 不明 X 単 胴張形 両 乱石積 不明 砂 不明 なし 不明 1. 6 

240 鹿島34号墳 円 14. 0 X 単 胴張形 両 乱石積（模様積的） 不明 砂 不明 なし 3.4 1.6 

241 鹿島68号墳 円 15. 0 

゜
単 胴張形 両？ 不明 不明 自 自 なし 不明 不明

242 鹿島69号墳 不明 不明 不明 単 胴張形？ 不明 不明 不明 自 不明 不明 不明 不明

243 鹿島73号墳 方 9. 0 X 単 胴張形 両 模様積 2段～ 自 自 なし 4. 5 1. 4 

244 鹿島81号墳 円 10. 0 X 単 胴張形 両？ 不明 不明 自 自 不明 不明 不明

245 鹿島90号墳 円 16. 0 0? 単 胴張形 両？ 不明 不明 自 不明 木明 不明 不明

246 鹿島95号墳 円 10. 0 X 単 胴張形 不明 不明 不明 自 不明 不明 不明 不明

247 鹿島96号墳 円 15. 0 X 単 胴張形 両 通目積 多段積 自 自 不明 3. 5 1. 6 

248 鹿島97号墳 円 15. 0 X 単 胴張形 両 通目積 多段積 自 自 不明 3.8 1. 3 

37．箱崎古墳群（深谷市）
249 箱崎1号墳 円？ 10.0 不明 単？ 胴張形 両 通目積 4段 自 自 なし 2. 8~ 不明

250 箱崎2号墳 不明 不明 不明 単？ 胴張形 両 不明 多段積 不明 不明 不明 不明 不明

38．塚原古墳群（深谷市）
251 塚原1号墳 円 16. 5 不明 単 短冊形 無 不明 不明 自 自 不明 4.2~ 不明

252 塚原3号墳 円 23. 0 

゜
単 胴張形 無 不明 不明 自 不明 不明 7. 0 2. 2 

39．四十塚占墳群（深谷市）
253 四十坂6号墳 円 10. 2 X 単 胴張形 両 通目積・互目積か 多段積？ 角安 角安 ゃ削石 5. 2 1. 2 

254 四十坂9号墳 円 6. 5 X 単？ 胴張形 不明 通目積・互目積か 多段積？ 角安 角安 削石 不明 0. 7 

40．熊野古墳群（深谷市）
255 内出八幡塚古墳 円 33. 0 X 単？ 不明 不明 不明 不明 角安 角安 不明 10. 9 2. 2 

256 平塚古墳 不明 不明 不明 単 胴張形 両 通目積・互目積 不明 角安 片？ 不明 4.4 1. 6 

257 中小前田II小前田7号墳 不明 不明 X 単 胴張形 両 通目積 不明 自 自 なし 4. 87~ 1.0 

258 中小前田J[小前田 1号墳 円 15Xl0 

゜
単 胴張形 両 通目積・乱石積 不明 自・ 不明 なし 7. 2 3. 0 

259 中小前田7号墳 前 28. 0 

゜
単 胴張形 両 通目積 不明 自 自 なし 6.1 2. 0 

260 小前田3号墳（東大9号墳） 円 17. 0 X 単 胴張形 両？ 不明 不明 自 自 なし 不明 1.6 

41．小前田古墳群 261 小前田4号墳（東大12号墳） 円 15. 0 X 単 胴張形 両？ 不明 1段～ ’自 片 なし 不明 1. 7 
（深谷市•寄居町） 262 小前田9号墳（東大22号墳） 円 17. 0 

゜
単 短冊形 無 通目積 2段？ 自・片 片 なし 5. 8~ 0.9 

263 小前田10号墳（東大31号墳） 円 18. 0 

゜
単 短冊形 無 乱石積（通目積） 1段～ 自 片 なし 5. 9 1. 2 

264 小前田18号墳（東大84号墳） 円 不明 X 単 胴張形 両 通目積（模様積？） 不明 自 不明 なし 3. 9 1.1 

265 東大87号墳 円 13. 0 才明 単 胴張形 両？ 通目積・乱石積 1段～ 自 緑片・自 なし 不明 1. 2 

266 東大88号墳 円 25. 0 

゜
単 胴張形 両 乱石積 3段 自 緑片・自 なし 6. 0 1.8 

42．藤田古墳群（寄居町）
267 藤田3号墳 円？ 12. 0 不明 単 胴張形 両？ 通目積 2段～ 自 自 なし 3. 3~ 1.4 

268 箱石1号古墳 円 18. 0 

゜
単 胴張形 両 乱石積 不明 片 不明 割石 5.4 2.1 

269 樋ノ下5号墳 円 9. 7X9. 2 X 単 胴張形 両 通目積？ 板石？ 片•砂 片？ なし 不明 1.1 

270 樋ノ下6号墳 円 10.1 X 単 胴張形 両 通目積？ 板石？ 片•砂・緑片 片？ なし 不明 1. 5 
271 樋ノ下7号墳 円 8. 4X8. 1 X 単 胴張形？ 両？ 不明 不明 片 不明 なし 不明 1.1 

272 樋ノ下8号墳 円 ll.1X9. 6 X 単 胴張形 両？ 不明 板石？ 片•砂・緑片 不明 なし 4. 5 1. 2 

43．樋ノ下古墳群（寄居町）
273 樋ノ下11号墳 円 7.1X6.0 X 単 胴張形 両 不明 板石？ 片•砂·緑片 不明 なし 2. 9~ 0. 78~ 

274 樋ノ下12号墳 円 19. 3Xl4. 6 X 単 不明 不明 不明 不明 片•砂 不明 不明 不明 不明

275 樋ノ下15号墳 円 10. 8Xl0. 0 X 単 胴張形 両？ 不明 板石？ 片•砂 片？ なし 不明 1.5 
276 樋ノ下16号墳 円 11. 2Xl0. 3 X 単 胴張形 不明 不明 不明 片•砂 不明 なし 不明 1. 6 
277 樋ノ下17号墳 円 7. 52X6. 8 X 単 胴張形 両 不明 不明 片•砂 不明 なし 2.6 0. 9 

278 樋ノ下18号墳 円 11. 6Xl0. 7 X 単 胴張形 両？ 不明 不明 片•砂 不明 なし 3. 72~ 1. 2 



9
9
 

遺跡No．／遣跡名／所在 No 古墳名 墳形 墳長 埴輪 室数 平面形 袖部 側壁石積 奥壁石積 側壁石材 奥壁石材 石材加工 全長 最大幅

279 二ヶ尻林裏古墳 円 不明 不明 単 胴張形 両？ 模様積？ 模様積 自 自 なし 不明 不明

280 二ヶ尻天王4号墳 円 要計測 X 単 胴張形？ 不明 不明 不明 自 自 不明 3. 2 1. 1 

44．三ヶ尻古墳群（熊谷巾）
281 一ヶ尻林1号墳 円 外径162 0? 単 胴張形 両 乱石積？ 多段積？ 自 自 なし 4.1 I. 5 
282 二ヶ尻林4号墳 円 17 2 

゜
単 胴張形 両 乱石積？ 多段積 自 自 なし 5. 9 2. 0 

283 二ヶ尻林5号墳 円 25 0 0? 単 胴張形？ 不明 乱石積？ 多段積 自 自 なし 不明 不明

284 三ヶ尻林7号墳 円 不明 0? 単 胴張形？ 不明 不明 不明 不明 不明 不明 不明 不明

285 籠原裏 1号墳 八？ 対角125 X 単 胴張形 両 通目積 不明 自 自 なし 4. 9 1 9 
286 籠原畏2号墳 円 8. 0 X 単 胴張形？ 不明 不明 不明 自 自 なし 不明 不明

45籠原裏古培群（熊谷市）
287 籠原裏3号填 円 9. 7 X 単 胴張形 両 通目積？ 不明 自 自 なし 3 7 I. 3 
288 籠原畏4号墳 円 7. 5 X 単 胴張形 両 通目積・乱石積 1段 自 緑片・自 なし 3. 3 I.I 
289 籠原畏7号墳 円 8. 0 X 単？ 胴張形？ 不明 不明 不明 自 不明 なし 不明 不明

290 籠原裏8号墳 円 13. 0 X 単 胴張形 両 通目積・乱石積 不明 自 自 なし 4. 4 1 7 
46．広瀬古墳群（熊谷市） 291 熊谷商工業高等学校内古墳 不明 不明 不明 単？ 胴張形 不明 不明 不明 自 自 不明 2 42~ 1. 3 

292 石原 2号墳 円 12. 5 

゜
単 胴張形 両 通目積 不明 自 不明 なし 6. 2 1 7 

47石原古墳群（熊谷市）
＇ 293 石原6号墳 不明 不明

゜
単 胴張形 不明 不明 不明 不明 不明 不明 不明 不明

294 薬師堂古墳 円 25 0 

゜
単 胴張形 不明 不明 不明 自 不明 不明 6. 0 不明

295 天神即 1号墳 円 20. 0 

゜
単 胴張形 不明 不明 不明 自 不明 不明 不明 不明

48．玉井古墳群（熊谷市） 296 新ヶ谷戸1号墳 円 15. 0 

゜
単 胴張形 両 通目積・乱石積 多段積 自・片 自 なし 5 4 1. 5 

297 熊谷56号墳（肥塚古墳） 円 22 0 不明 単？ 胴張形 両 通目積・互目積 多段積 角安 角安 削石 不明 不明

49．肥塚古墳群（熊谷市）
298 肥塚14号墳 円？ 不明 X 不明 胴張形 不明 逓目積 多段積 自 自 なし 不明 1. 9 

299 肥塚15号墳 円 17. 0 X ー室 胴張形 両 通目積 多段積 自 自 なし 5. 1 2. 1 

300 肥塚16号墳 不明 不明 X 単 胴張形 両 通目積？ 不明 自 不明 なし 不明 不明

50．中条古墳群（熊谷市） 301 中条大塚古埴 円 碁壇59円35 X ー室 胴張形 両？ 互目積 1段 角安 緑片 切組 9. 6 3 4 
302 飯塚4号墳 円 II. 9 X 単 胴張形 両？ 通目積 不明 角安 角安 削石 3 97~ 1. 2 

51．飯塚古墳群（熊谷市）
303 飯塚10号墳 円 14. 7 0? 単 胴張形 不明 通目積・互目積 多段積 角安 角安 削石 不明 1 5 
304 飯塚14号墳 円 16. 0 不明 単 胴張形？ 不明 不明 不明 角安 角安 削石 不明 1 2 
305 飯塚15号墳 円 14. 6 不明 不明 胴張形？ 不明 不明 不明 角安 不明 削石 不明 不明

306 万吉下原 1号墳 円 11. 0 0? 単 不明 不明 不明 不明 不明 凝 不明 4 ~ 

52．万吉下原古墳群（熊谷市） 307 万吉下原 5号墳 Pl 19Xl8 X 単 胴張形 有り 乱石積 多段積 自 自 なし 4. 0 1. 9 

308 万吉下原6岩墳 円 20. 0 

゜
単 徳利形？ 両？ 通目積 1段～ 凝 凝 切石 3 ~ 不明

309 伊勢山古墳 前 41. 0 

゜
単 短冊形 片（左） 通目積 多段積 凝 凝 切石 4. 5 I. 5 

310 楊井古墳 円 15. 0 不明 単 短冊形 両？ 通目積・切組積 多段積 凝 凝 切組 3. 8 2. 0 

53．瀬戸山古墳群（熊谷市）
311 楊井・瀬戸山 1号墳 円 28. 0 不明 単？ 胴張形？ 両 切石切組積 不明 凝 話 切組 7. 5~ 2 5 

312 楊井・瀬戸山2号墳 不明 不明 不明 単？ 胴張形 両？ 切石切組積 不明 凝 凝 切組 3 ~ 1 5 
313 薬師寺 1号墳 円 21~ X -・ 宝土 ？ ・ 胴張形 両 切石切組積 1段 凝・緑片 凝 切組 3. 3~ 3. 2 

314 薬師寺3号墳 円 10. 0 X ー室？ 短冊形 両 通目積 不明 凝 凝 切石 1. 65~ 1. 2 

315 野原6号墳 円 15Xl6 

゜
単 胴張形 両？ 不明 多段積？ 凝 凝 切石 3. 6 1. 5 

316 野原 7号墳 Pl 20. 0 

゜
単 短冊形 両？ 不明 1段～ 凝 凝 割石？ 5 ~ I. 7 

54野原古墳群（熊谷市） 317 野原9号墳 Pl lOXll X 単 不明 片？ 不明 不明 自 自 不明 不明 1.0 

318 野原10号墳 円 18Xl9 X 単 不明 不明 不明 不明 自 自 不明 4 5 1.8 

319 野原11号墳 円 lOXll X 単 不明 不明 不明 不明 自 自 不明 不明 2. 0 

320 野原16号墳 Pl 14X16 X 単 胴張形 両 乱石積 不明 自 自 なし 3. 4~ 1. 5 

321 野原17号填 Pl l!Xl2 X 単 胴張形 両 乱石積 不明 自 自 なし 3. 6 1. 3 

54．野原古墳群（熊谷市） 322 野原18号墳 Pl 14Xl6 X ー室 胴張形 両 通目積・乱石積 1段～ 凝・自 凝 なし・切石 4. 3 1. 4 

323 野原13号墳後円部石室 則ヽE 40 0 

゜
単 羽子板形 片（左） 通目積 1段～ 凝 話 切石 4. 8 1.8 

324 野原13号墳即方部石室 削I 41. 0 

゜
単 胴張形 片（右） 通目積 不明 凝 不明 切石 3. 8~ 2. 0 

55野原東古填群（熊谷市） 325 野原東4号墳 円？ 不明 X 単？ 胴張形 両 不明 不明 凝 凝 切石 9 4 5. 4 

326 狸塚27号墳 円 20. 3 X 単 胴張形 両 切石切組積 1段 凝 凝 切組 5 3 1.8 

327 荒井12号墳 不明 不明 不明 単 短冊形 不明 不明 不明 凝 凝 切石 不明 不明

328 荒井13号墳 不明 不明 不明 二室？ 胴張形 両 切石切組積 1段～ 凝 凝 切組 5. 2 2. 1 

56塩・古里古墳群（熊谷市）
329 西原 6号墳 円 18. 0 X ー室 胴張形 両 切石切組積 1段 凝 凝 切組 6. 0 2. 1 

330 西原 7号墳 円 12 0 X 単？ 胴張形 両 切石積 不明 凝 不明 切石 4. 5 1.2 

331 西原9号墳 円 不明 不明 不明 胴張形 不明 通目積 多段積 自 凝・自 切石 1. 2~ 不明

332 西原11号墳 円 10~20 不明 単？ 不明 不明 不明 不明 不明 凝 切石 2 ~ 不明

333 西原18号埴 円 22. 0 

゜
ー室 胴張形 両 切石切組積 1段 凝・自 凝 切組 5. 7 2. 3 

57立野古墳群（熊谷市） 334 立野1号墳 円 22 8 X 単 羽子板形 両 通目積・切組積 多段積 凝 凝 切組 4. 55~ 1. 7 
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aへ,つ93← 立野 3号墳 円 10. 8 X 単 胴張形 両 通目精・切机積 多段栢 凝 凝 切組 3. 3 1. 3 

336 立野11号墳 円 11.1 X 単 胴張形 両 通u柏 多段枯 自 日 なし 4 1 1. 3 

立野12号墳 円 単 胴張形 両 謎337 21. 5 X 不明 小H]] 切石 不明 不明

57．立野古墳群（熊谷市）
338 立野13号壊 円 12. 9. X 単 胴張形 両 辿目積 多段禎？ 自 u なし・切石 4 1 1. 3 

339 立野14号墳 Pl 22. 2 X 単 不明 小明 不明 凝 凝 切石？ 不明 不明

340 立野15号墳 円 8 7 X 単 胴張形 両 通目積 多段積？ 自 自 なし 3. 5 
01. . 5 6 

341 立野16号墳 円 6 9 X 単 胴張形 両 乱石積？ 1段～ 凝 凝 なし 2 7 
342 立野17号填 円 16. 8 X 単 胴張形 両 通目積・切絹禎 多段積？ 凝 凝 切組 2 I 0. 8 

58．東L甘追跡（能谷市） 343 東山 2号墳 円 8. 5 X 単 短iI~形 両？ 切石積 多段積？ 凝 凝 切石 2 17~ 1.0 

三 阿諏訪野1号填 円 22.1 X 単 胴張形？ 不明 切伍梢 不明 凝 不明 切石 小明 1.7 

59．阿諏訪野東追跡（脂谷市） 阿諏砂野2号墳 円 9.1 X 単 知冊形 不明 切仕禎 多段積 凝 凝 切石 2 23~ 1 2 

346 阿諏幼野3号墳 円 11.1 X 単？ 不明 不明 不明 不明 凝 小明 不明 不明 不明

大境南 1号墳 前 二室 胴張形
60．大境南古墳群（熊谷市）

347 40. 0 不明 両 切石切組積 1段～ 凝 凝 切組 3. 8 1 4 

348 大境南2号墳前方部石室 則̀” 36 0 不明 不明 胴張形 不明 不明 不明 凝 不明 切石 不明 不明
6L上原古墳群（熊谷市） 349 上原 3号墳 円 12. 0 X 単？ 不明 不明 不明 不明 不明 不明 不明 不明 ボ明

62．穴八幡古墳（小川町） 350 穴八幡古壊 方 28.2X30 二室 短冊形 両 板石組み 1段 緑片 緑片 1JD.I有X 8 2 1. 7 

9 351 ~ ~ 北!fl1号墳 円 20. 3 X 単 不明 両？ 不明 1ヽ明 凝 小明 不明 不明 不明

63．古里占墳群（嵐山町） 352 北ll32号墳 円 15. 5Xl2. 2 X 単 胴張形 両 切石切組積 1段 凝 凝 切組 5 4 2. 6 

353 北田 3号墳 不明 不明 X i 単 知冊形 両？ 切伍柏
多不段積明 1 

凝 凝 切石 4 4 1. 6 

64行司免古墳群（嵐山町）
354 行司免 1号墳 円 18. 7X 16. 2 X 二室？ 尉張形 両 通u積？ 自 自 なし 4. 4 1.6~ 

355 行司免2号墳 円 17. 0 X 単？ 胴張形 両 通目積？ 多段積？ 自 自 なし 3. 3 1 4 

65天神山古墳群（嵐山町） 356 天神山 1号墳 円 15Xl3 X 二室？ 方形 圃 切石切組積 2段 凝 凝 切組 2 1~ 1 9 

66．稲荷塚古墳（嵐山町） 357 稲荷塚古墳 円 20 0 X 二室 胴張形 両 通目積 1段 自・片 緑片 割石 不明 2 7 

二塁 向原 1号墳 円？ 13~ X 単 胴張形？ 不明 通目積 多段積？ 絲片・自 緑片・自 割石 不明 1. 6 

67．向原古坦引（嵐山町） 359 向原 2号墳 円？ 11~ X 単 徳利形 両？ 通目積 刀ヽ明 緑片・自 緑片・自 割石 7. 0 3. 5 

360 向原 3号墳 円 不明 X 単 徳利形 両？ 通且積 汁ヽ明 緑片・自 緑片・自 割石 7前後 不明

68．寺山古墳群（嵐山町） 361 か山 7号墳 円 26. 0 X 単 胴張形 不明 乱石拍 不明 自 小明 不明 小明 不明

69.月輪白墳群 362 屋田 5号墳 門 18. 7 Q) 単 短冊形 無 通且積 2段～ 凝 凝 割石 5. 5 I. 6 
（嵐山町・滑川町） 363 月輪6号噴 円 11 5Xl3 2 X 単 短冊形 無 通目積・乱石積 不明 凝 凝？ 切石 5 4 1. 3 

70平古墳群（滑川町） 364 羽尾古墳 円 20. 0 X 単 羽子板形 無 通目積 多段積 凝 凝 切石 3. 8~ 1. 6 

71．大谷古墳群（滑川町） 365 わたご塚古培 円 15. 0 不明 一字 胴張形 両 切石切組積 2段～ 凝 凝 切組 5. 7 2 4 
72．宕崖塚古墳（滑川町） 366 岩屋塚古墳 不明 不明 不明 単？ 胴張形 両 切石切組積 2段～ 凝 凝 切組 2. 3~ 不明

73．大道古培（滑川町） 大道古墳 不明 不明 朋張形 両？367 円 17. 0 不明 不明 不明 凝？ 切石 不明 不明

74．寺ノ台占J自（滑川町） 368 寺ノ台 1号墳 不明 不明 X 単
半胴檜張形円形？ 

両 通目積？ 1段～ 凝？ 凝？ 割石 3. 2 1. • 4 

75．西原古填群（束松山市）
369 西原 1号墳 円？ 8 Xl3 X 二室？ 両 通目粒 1段 緑片・自 縁片自 なし 9 0 4. 2 

370 西原 3号墳 H 11. 0 X 単 胴張形 両 通且柏 板石？ 緑片・自 緑片•ロ なし 5. 1 1.9 

371 二千塚207号墳 円 30. 0 X 一零-Kュ 胴張形 両 切石切組積 不明 凝 不明 切組 5 0 1.8 

372 二千塚260号墳 円 26. 0 X 単 胴張形？ 両’ 切石切組積 不明 疑 不明 切組 3. 8 1.8 

373 -=-千塚263号埴 円 40 0 X ー室 胴張形？ 両？ 切石積 不明 凝 不明 切石 7 0 不明

374 二千塚3号墳 円 25 0 X 単 胴張形 両 切石切組積？ 不明 凝？ 凝？ 切組 5 ~ 2 8 
＇ 375 千坂 4号墳 円 22. 0 X 単 短lttl形？ 片 切石柘 不明 凝？ 凝？ 切石 不明 不明
トー
376 I 二千坂13号墳 円 単 胴張形’ 不明 凝？＇15. 0 X 田「栢 不明 小明 切石 不明 L 2 

377 一「塚14号墳 日 14. 0 X 不明 小明 不明 小明 凝？ 不明 割石 不明 不明

378 三千塚16号墳 円 19. 0 X 単 胴張形？ 片（左） 切石柏~ 不明 凝？ 不明 切石？ 3 ~ 不明

379 三千塚 1号墳 円 28. 0 X 単？ 胴張形？ 小明 切石積 不明 凝？ 不明 切石？ 不明 不明

76．三千塚占坦削（東松山市）
380 三千塚2号墳 円 25. 0 X 単 胴覗形 両 切石積 不明 凝？ 不明 りJ仁～ 4 ~ 不明

□T塚4号墳 円 不明 単 胴張形 両 切石積 不明 凝？ 切石381 X 不明 小明 不明
＇ 萩兼塚古珀後日部横穴式石室 則ヽ← 単 片（左） 鏡石と多段382 44. 5 X 短冊形 通日積 凝？ 凝？ 割石 7 0 2.4 

383 ニ千塚2号埴 円 18 0 

゜
単 短冊形 片（左） 乱石積 不明 凝？ 凝？ 割石 不明

不小明明
384 三千塚3号墳 円 17 5 X 単 短冊形？ 佃..、？. 不明 不明 凝？ 凝？ 割石 5 ~ 

385 二千塚 1号墳 円 20. 0 X 単 胴張形 両 通目積・乱石積 1段～ 凝？ 凝？ 割石 3. 5 
不1.明4 

386 三千塚 2号墳 円 不明 X 単］ 胴張形？ 不明 不明 不明 凝？ 凝？ 割石・切石 不明

387 ー千塚10号墳 円 18. 0 9-¥ 不明 不明 片？ 不明 1ヽ明 凝？ 小明 割石 小明 不明

二―ー具塚占J負後円部横穴式石室 文？へ） 単 短冊形 片（左） 通目積乱行積 1段～ 凝？ 凝？ 割石・t!J伍388 H91 35. 0 3 - 3 - 1 6 
「-•389 一千塚 3号墳 円 30. 0 (Q） 単 知llll形？ 無 通目栢 不明 凝？ 凝？ 切石 不明 不明

390 -「塚4号墳 円 23. 0 

゜
単 知冊形？ 無 通目積 ・小明 凝？ 凝？ 割石 不明 不明
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76．一千塚古墳群（東松山市） 391 一千塚11号墳 円 14.0 X 不明 不明 不明 通目積 不明 凝？ 凝？ 割石 2.3 LO 

77．鴻の面古墳群（東松山市） 392 鴻の面1号墳 方 20. 0 不明 単？ 不明 不明 不明 不明 凝 凝 切石 不明 不明

78．田木山古墳群（東松山市）
393 田木山1号墳 円 12. 5 X 室 徳利形 両 切石切組積 2段 凝 凝 切組 4.8 1.2 

394 田木山2号墳 円 18. 0 X 室 胴張形 両 切石切組積 ほぼ1段 凝 凝 切組 7. 2 2. 6 

79．駒堀古墳群（東松山市）
395 駒堀1号墳 不明 不明 X 単 奥搾形 なし 乱石積 1段 自 自 なし 1. 6 0.6 

396 駒堀2号墳 不明 不明 X 単 徳利形 両 乱石積？ 不明 自 自 なし 4. 3 1. 5 

80．根平古墳群（東松山市）
397 根平1号墳 円 10. 0 X 単 胴張形 両 乱石積 多段積 自 自 なし 3.0 1. 2 

398 根平2号墳 円 19. 0 X ―室 羽子板形 両 切石切絹積 多段積 凝・自 凝 切組 5.05~ 1.8 

81．舞台古墳群（東松山市）
399 舞台1号墳 円 11. 0 x 単 羽子板形 両 切石切組積 ほぽ1段 凝 凝 切組 4.2 1.6 

400 舞台2号墳 不明 不明 X 単？ 羽子板形 不明 切石切組積？ 多段積 凝 凝 切石 不明 1.3 

401 附川1号墳 円 12. 5Xl3. 5 X 室 胴張形 両 切石切組積 3段 凝 凝 切組 6.0 2. 9 

402 附川5号墳 不明 不明 X 室？ 不明 不明 不明 不明 不明 凝 切石 不明 不明

82．附川古墳群（東松山市） 403 附川6号墳 円 25.0 X 単？ 胴張形 不明 切石切組積 多段積 凝 凝 切組 不明 不明

404 附川7号墳 円 27. 0 X 二室 胴張形 両 切石切組積 多段積 凝 凝 切組 7. 0 2.6 

405 附川8号墳 円 26. 0 X ―室 胴張形 両 切石切組積 2段 凝 凝 切組 6. 0 2.5 

406 桜山 1号墳 円 12Xl2 X 単 胴張形 両 通目積・切組積 1段 凝 凝 切組 4.1 1.7 

407 桜山2号墳 円 7 X6.5 X 単 胴張形 両 翻積 1段 自 緑片・自 なし *3. 70 1.1 

408 桜山3号墳 円 7 X7.5 X 単 胴張形 両？ 通目積・切組積 1段～ 凝 凝・緑片・自 切組 4.2 1.6 

409 桜山6号墳 円 8 X13 X 単 胴張形 両？ 乱石積 多段積 自 自 なし *4 1.1 

410 桜山7号墳 円 llX 9 X 単 胴張形 両 切石切組積 2段？ 凝 凝 切組 不明 1.3 

83．桜山古墳群（東松山市） 411 桜山8号墳 円 10. 0 X 単 胴張形 両？ 乱石積 不明 自 凝・緑片・自 切石 *4.40 不明

412 桜山9号墳 円 7. 0 X 単 胴張形 両？ 乱石積 1段 自 片 なし *4.9 1.0 

413 桜山10号墳 円 18Xl0 X 単 胴張形 両？ 乱石積 多段積 自 自 なし 4~ 1. 3 

414 桜山11号墳 円 11. 0 X 単 胴張形 両？ 乱石積 多段積？ 自 自 なし 不明 *l.4 

415 桜山12号墳 円 lOXll X 単 胴張形 両？ 切石切組積 多段積？ 凝 凝 切組 不明 1.6 

416 桜山13号墳 円 不明 X 単 胴張形 両 乱石積 多段積 自 自 なし 3. 8 1.2 

84．下唐子古墳群（東松山市）
417 若宮八幡古墳 円 30. 0 

゜
―室 胴張形 両 切石切組積 4段 凝 凝 切組 8. 7 2.9 

418 冑塚古墳 円 37. 0 X 室 胴張形 両 切石切組積 3段 凝 凝 切組 7. 7 2. 8 

85．青鳥古墳群（東松山市） 419 青鳥12号墳 不明 不明 不明 単？ 胴張形 両？ 切石積 不明 凝 凝 切石 不明 不明

86．野本古墳群（東松山市）
420 久保原古墳 円 32. 0 X 単 胴張形？ 不明 不明 不明 凝 凝 切石 4.5~5.5 2. 2 

421 上川入古墳 円 22. 0 X 単 胴張形 両？ 切石切組積 1段～ 凝・緑片 凝 切組 3 ~ 2.1 

422 諏訪山3号墳 不明 不明 不明 単 短冊形 片（左） 切石切組積 多段積 凝 凝 切組 4. 0 2.2 

87．諏訪山占填群（東松山市）
423 諏訪山4号墳 円 12. 5 

゜
単 羽子板形 無 切石切組積 多段積 凝 凝 切組 4. 7 1.8 

424 諏訪山6号墳 円 12. 5 

゜
単 不明 不明 不明 不明 凝 不明 切石 不明 1.3 

425 諏訪山12号墳 円 14. 0 X 単 不明 片 切石積 不明 凝 凝 切石 3.2 2. 4 

88．高坂占墳群（東松山市）
426 高坂15号墳 不明 不明 X 単 羽子板形 両 通目積 不明 凝 凝 切石 3.2 1.1 

427 高坂16号墳 不明 不明 X 単 羽子板形 両 通目積 不明 凝 凝 切石 3.3 1.0 

428 柏崎4号墳 円 40.0 X 室 胴張形 両 通目積・切組積 多段積 凝 凝 切組 6.0 2. 7 

89．柏崎古墳群（東松山市） 429 柏崎5号墳 円 30.0 X ー室 胴張形 両 通目積・切組積 多段積 凝 凝 切組 7. 0 3.1 

430 柏崎6号墳 円 15Xl2. 5 X ―室 胴張形 両 通目積・切組積 多段積 凝 凝 切組 6.6 3. 3 

90．岩鼻古墳群（東松山市） 431 岩鼻1号墳 前？ 50~ 不明 単 短冊形 無 不明 1段～ 凝 凝 切石 2. 8~ 0. 9 

91．久米田古墳群（吉見町） 432 かぶと塚古墳 円 20. 0 X 室 胴張形 両 切石切組積 1段～ 凝 凝 切組 5. 95~ 3. 0 

433 大河原2号墳 円 17. 0 X 室 胴張形 両 切石切組積 不明 凝 凝 切組 3~ 1. 7 

92．入西古墳群（坂戸市）
434 大河原7号墳 不明 不明 X 単？ 胴張形 両 不明 不明 自 自 なし 4. 5 2.0 

435 大河原8号墳 円 不明 X ー室 胴張形 不明 不明 不明 自 不明 不明 不明 不明

436 北峯7号墳 円 12. 5 不明 単？ 胴張形 両 不明 多段積 自 自 なし 2. 3~ 2.5 

93．成願寺古墳群（坂戸市） 437 成願寺1号墳 円 15. 0 不明 単 胴張形 不明 乱石積 1段～ 自 自 なし 不明 不明

94．浅羽野古墳群（坂戸市） 438 浅羽野1号墳（土屋神社古墳） 円 45.0 不明 単 胴張形 両 切石切組積 3段 凝 凝 切組 4.1~ 不明

439 新山1号墳 円 20.0 不明 単 胴張形 両 通目積・切組積 1段～ 凝 凝 切組 2. 53~ 2.4 

95．新山古墳群（坂戸市） 440 新山7号墳 円 18.0 不明 単 胴張形 不明 不明 不明 凝 凝 切石 2. 1~ 2.6 

441 新山9号墳 円 23.0 不明 単 胴張形 片 不明 1段～ 凝 凝 切石 要計測 2. 3 

442 片柳3号墳 円 13. 5 不明 単 胴張形 両 通目積？ 1段～ 自 巨石 不明 2. 6~ 1. 6 

96．片柳占損頂群（坂戸市） 443 片柳4号墳 不明 不明 不明 単 胴張形 両？ 通H積？ 不明 自 不明 不明 3.1~ 1. 3 

出 片柳5号墳 円 11.0 不明 単 胴張形 両？ 切石切組積？ 不明 凝 凝 切組 2. 6~ 1.6 

97．新町古墳群（坂戸市） 445 新町2号墳 円 16.0 不明 単 胴張形 不明 不明 才明 不明 不明 不明 不明 不明

98．塚越占墳群（坂戸市） 446 塚越2号墳 円 20. 0 X 単 胴張形 不明 通目積・乱石積 多段積 自 自 なし 不明 2. 7 
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99．勝呂古墳群（坂戸市） 452 勝呂6号墳 方？ 10. 0 不明 単 胴張形 不明 通目積 多段積 凝 凝 切石 6. 4~ 2. 2 

447 西戸2号墳 円 15Xll X 室 胴張形 両 通目積 多段積 凝 凝 切石 2.15~ 1.5 

448 西戸8号墳 円？ 8. 5~ 不明 単 胴張形 不明 不明 不明 貞岩 頁岩 不明 不明 2. 3 

100．西戸古墳群（毛呂山町） 449 西戸13居墳 円 9. 5 X 単 胴張形 不明 通目積？ 多段積 自 自 なし 2.4~ 1.1 

450 西戸14号墳 円 不明 X 単 胴張形 不明 不明 不明 自 自 なし 1. 9~ 0. 9 

451 西戸15号墳 不明 不明 X 単 胴張形 不明 互目積 不明 不明 自 なし 2. 2 0.6 

101，鎌倉街道遺跡古墳群 453 鎌倉街道遺跡1号墳 円 18. 0 X 室 胴張形 不明 不明 不明 自 不明 不明 不明 不明

（毛呂山町） 454 鎌倉街道遺跡2号墳 円 18. 0 X 室 羽子板形 両 通目積・切組積 不明 凝・自 不明 切組 不明 不明

102．鶴ヶ丘占墳群（鶴ヶ島市）
455 鶴ヶ丘稲荷神社古墳 方 39X47 X 室 羽子板形 両 通目積・切組積 多段積 凝 凝 切組 6. 0 2. 4 

456 鶴ヶ丘1号墳 方 27. 0 X 単 不明 不明 通目積・乱石積 不明 自 不明 なし 4~ 1. 5 

103．的場古墳群（川越市）
457-1 牛塚古墳第1次玄室 前 47. 0 X 単 胴張形 片？ 通目積・乱石積 1段～ 自 自 なし 7. 6 2. 4 

457-2 牛塚古墳第2次玄室 前 47. 0 X 単 短冊形 片？ 土壁らしい 1段～ 不明 不明 不明 不明 不明

104．南大塚古培群（JI!越市）
458 山王塚西古墳 円 32. 0 X 単 不明 片？ 不明 不明 不明 不明 不明 11.6 2. 3 

459 南大塚4号墳 帆 36. 0 

゜
単 短冊形？ 両？ 不明 1段～ 自 自 なし 5.6~ 2. 2 

105．下小坂占墳群（川越市） 460 小提山神古墳 円 63X55 X 単 胴張形 両 通目積？ 多段積 不明 角安・片 加工有 3.5~ 不明

106．中野台古墳群（川越市） 461 中野台1号墳 円 18. 0 X 単 短冊形 不明 通目積？ 不明 凝 凝 切石 3 ~ 1. 75~ 

107．笹井古墳群（狭山市） 462 笹井1号墳 不明 不明 不明 単 短冊形 無？ 通目積・乱石積 不明 自 不明 なし 3. 77~ 0.8 

463 上広瀬今宿古墳 不明 不明 不明 単 不明 不明 不明 不明 自 不明 不明 3. 6~ 1 8 

464 上広瀬6号墳 円 13. 0 X 単 不明 不明 不明 1段～ 自 自 なし 2.1~ 0. 9 

108．上広瀬古墳群（狭山市） 465 砿瀬8号墳 円 22. 0 X 単 不明 両？ 不明 不明 自 不明 なし 8, 3 2. 6 

466 上広瀬9号墳 不明 不明 不明 単 短冊形 なし 通目積・乱石積 多段積 自 自 なし 2. 4 
00. • 7 5 

467 上広瀬10号墳 不明 不明 不明 単 短冊形 なし 乱石積 2段 自 自 なし 2. 9 

468 海谷1号墳 円 26. 0 X 単 羽子板形？ 不明 不明 不明 自 不明 なし 6. 6 2. 2 

109海谷古墳群（所沢市） 469 海谷2号墳 円 24. 0 X 単 羽子板形？ 無？ 不明 不明 自 不明 なし 6. 5 2. 2 

470 海谷3号墳 不明 不明 不明 単 短冊形 なし 通目積・乱石積 1段～ 自 自 なし 1.1 0. 3 

110．内間木古墳群（朝霞市） 471 八塚古墳 方 17. 0 X 単 胴張形 両 不明 不明 砂 砂 切石 3.15~ I. 7 

472 酒巻1号墳第1号石室 前 46. 0 

゜
室 胴張形 両 通目積・互H積 多段積？ 角安 角安 削石 不明 不明

473 酒巻1号墳第2号石室 前 46. 0 ◎ 単？ 胴張形 両 不明 不明 角安 角安 削石か 不明 不明

474 酒巻2号墳 円 不明 X ―室 短冊形 両 通目積 不明 自 片 不明 不明 不明

475 酒巻3号墳 円？ 不明 X 二室 胴張形 両 不明 不明 角安 角安 不明 不明 不明

111酒巻古墳群（行田市） 476 酒巻5号墳 不明 不明 不明 単 胴張形 両 通目積・互目積か 不明 角安 角安 削石 要計測 要計測

477 酒巻6号墳 帆 15. 0 ◎ 単 短冊形 無 不明 不明 角安 角安 削石 3 9 o. 9 
478 酒巻11号墳 不明 不明

゜
不明 短冊形 不明 不明 不明 緑片・自 不明 不明 3 ~ 1.0 

479 酒巻15号墳 前 34. 2 

゜
単 短冊形 不明 不明 不明 角安 不明 不明 5.4~ 不明

480 酒巻21号噴 円 27. 0 

゜
室 胴張形 両 通目積 多段積 自・角安 角安 なし 5. 0 2.0 

112．小見古墳群（行田市） 481 小見真観寺古墳第1主体部 前 102. 0 不明 ー室 短冊形 両 板石1枚 (2枚） 1段 緑片 片 切欠有 5. 5~ 2. 3 

113．埼玉古墳群（行田市） 482 将軍山古墳 前 90. 0 

゜
単 短冊形 片（左） 通目積？ 不明 房州石（天井石は緑片） 割石？ 不明 2. 0 

114．若小玉古墳群（行田市）
483 八幡山古墳 円 74. 0 X ー室 胴張形 両 切石切組積 多段積 凝・緑片・角安 凝・緑片・角安 切組 16. 7 4. 8 

484 地蔵塚古墳 方 28. 0 X 単？ 胴張形 両 切石切組積 1段 角安 片 切組 不明 4. 0 

゜
室？ 胴張形 両 通目積・互目積115．小針古墳群（行田市） 485 小針鐙塚古墳 円 20. 0 1段 角安 片 削石 7. 5~ 

42. . 2 5 
116．小松古墳群（羽生市） 486 小松1号墳 不明 不明 不明 室 胴張形 両 通目積・互目積 1段 角安・輝安 角安 削石 4. 7 

117．目沼古墳群（杉戸町）
487 目沼3号墳 円 20. 0 X 単？ 胴張形 両 通目積・互目積 板石 角安 角安・片 削石 2.1~ 1. 7~ 

488 目沼6号墳 円 不明 X 単 胴張形 両 乱石積 多段積 凝 凝 割石 3. 1 1. 7 

118．椿山古墳群（蓮田市） 489 椿山5号墳 円 10. 6 X 二室？ 胴張形 両 通目積 不明 凝 不明 切石 6 ~ 2.6 

119閏1」古墳群濯IH市） ロ・ l―塚造跡1号翔 円

22上 X し＇~単；面？ニ―, ： 一胴開短張開冊形Jf形;？ 「! i 両 I刀T切乎J]芦 多f打名 二,＇;＿—•・不、が,,,:3明[~――丁・I 需 切組 5 2 2. 1 
120箱原占瑣群（薙田市） ささら 3号培 円

- 一 不両明？ー 通tl桔 多不段明科•__J 凝___j ー置不沿~ー明三~ー、一し 切切石石 不小明明 ~ イ1~頂“8I , - -- -

'氏田3号・填 円

じ1乳田古培群（；鳴巣rlii 493 ! • -氏-田-7号埴 円 胴,;r形 両 i ＿H-日楕lJj石・碍-切切--紺伍l__1リ羽-J紺-_桔ー-J_ 」I 多段積 話・緑i'1 I 凝 l;JJ糾 3 ~ 2 3 

449945 」i 箕Il19-号珀（宮登占硝） 円
＿且 単胴張形 両 鏡石と名段 -．＿]下灼凝1，と'—一+I ， 角安・片 UJ組 1 7~ 2 5 口 □．塚古墳 円 単？ 胴張形 両 切h精＿ー一」不明 凝 切わ~ 小明 イ闘l

122馬音山培群 （i鳴巣市） 」＿］冒4籾9ド」 □加｝雷＼加屯塚苗1岱l9)暉用 — — 

円

L逍~g闊~すI:←-1-;Y !, 
胴張形 両 切伍積 多段禎 凝 切和 2 4、、 24 

-- -~し•一•――•-- I 
円

—• "--胴胴張恨形形 i 1 両 切tJ1い石栢柏．^ 多［国 ば～~ 漿 切石＾―•| 4 1~ 1 3 
L 123八屯塚古墳群（北本市） 不刊1 両？ 名段梢 凝二)l__L―盲不明 切右 2 ~ 1 4 
← 124諏訪山南遺跡（北本:It;) I 円 ―一胴i叩叫叫冠形／ゴ：—• 詞］ 通目禎 不明ー□凝、緑 ―＇ l;IJh • 5.2 1 4 ャッ
l25小井占坂梢（北木ih) 500 | '•II井 l 月消 円 両 通11柏 多設Vi I 凝 I 凝 切~I 4 2~2  0 
126．宮逍跡（桶Iii市） 5（ll )I(!11神社炭占培 円 胴張形 両 切石切組積 多段Wt i 、ほ 凝 切糾 4 6 l 6 



遺跡 No．／遺跡名／所在 No. 古墳名 墳形 墳長 埴輪 室数 平面形 袖部 側壁石積 臭壁石積 側壁石材 臭壁石材 石材加工 全長 最大幅

502 西台2号墳 円 36. 0 X 単 不明 不明 不明 不明 凝 凝 不明 不明 不明

503 西台7号墳 円 30. 0 不明 室？ 方形 両 通目積・切組積 多段積 凝 凝 切組 3. 9 1. 9 

504 西台9号墳 円 23. 0 X 室？ 胴張形 両？ 不明 多段積 凝 凝 切石 不明 不明

505 西台11号墳 円 26. 0 X 不明 胴張形 不明 不明 不明 凝 凝 切石 不明 2.0 

506 原山1号墳 円 22. 0 X 不明 不明 両 通目積・切組積 不明 凝 不明 切組 不明 不明
127．川田谷古墳群（桶川市）

507 樋詰6号墳 不明 不明 X 不明 不明 不明 不明 不明 不明 不明 不明 不明 不明

508 原山23号墳 円 不明 X 単 撥形 無 通目積 多段積 凝 凝 切石 4.3 1.1 

509 ひさご塚古墳 前 41. 0 X 単 短冊形 無 通目積・切組積 多段積 凝 凝 切組 5.0 1.8 

510 城髪山1号墳 不明 不明 X 室 胴張形 両 通目積 多段積 凝 凝 切石 4. 7 1. 9 

511 城髪山2号墳 不明 不明 X 二室 胴張形て 両 通目積・切組積 多段積 凝 凝 切組 4. 2 1.5 

128．竹たば古墳（さいたま市） 512 竹たば古墳 円？ 6. 0 X 単？ 胴張形？ 不明 不明 不明 凝 凝 切石 2. 6~ 1.0 

129．側ヶ谷戸古墳群（さいたま市）
513 山王山古墳 円 20.0 不明 単 胴張形 両？ 切石積 多段積 凝 凝 切石 1.8~ 1. 3 

514 台耕地稲荷塚古墳 円 30. 0 X 単 胴張形 両 切石切組積 1段～ 凝 凝 切組 4.4 1. 5 

130．植水古墳群（さいたま市） 515 植水4号墳 円 18.4 X 単 不明 不明 不明 不明 凝 不明 切石 不明 不明

ー横穴式石室確認事例 凡例一
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【遺跡Na／遺跡名／所在】 番号は分布図に対応する。所在地は埼玉県HP掲載の市町村合併 (2012年10月1日）に基づく。
【古 墳名】 複数の名称をもつ事例では「箕田9号墳」のように古墳群（群集墳）の帰属がわかる名称を優先した。ただし、学史上通有の名称（「宮登古墳」など）をもつ場合は両者を記載した。

【墳 形】 前：前方後円墳円：円墳方：方墳八：八角形墳
【墳 長】 周溝が検出されている場合、内径値を墳長とする。計測箇所によって複数の値が記録されている事例ではその平均を表示している。

【埴 輪】 ◎：列を検出 0：出土 x：出土せず
【室 数】 玄室を一室と数え、前室を伴う場合は二室、それ以上は三室とする。
【平面形】 名称・定義は『群馬県内の横穴式石室V」（群馬県古墳時代研究会2004)におおむね準じている。

【袖 部】 両：両袖、無：無袖、片：片袖（横穴式石室を入口から見て、左側に袖をもつ事例を左袖、右側に袖をもつ事例を右袖とする。）

【奥壁石積】 多段積、模様積等石積みのほかに、段数を示した事例は、奥壁石材を玄室床面から段としてカウントできる事例。

［側壁・奥壁石材l 片：片岩系石材砂：砂岩系石材 自：自然石（河原石含む） 凝：凝灰岩緑片：緑泥片岩角安：角閃石安山岩、珪岩、頁岩、房州石
［石材加工】 名称・定義は『群馬県内の横穴式石室V』（群馬県古墳時代研究会2004)におおむね準じている。

【そ の他】 各項目に「？」が付く場合、その可能性が高いことを示す。不明の場合は、 「不明」と記載。
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遺跡No．／遺跡名／所在 No. 古墳名 墳形 墳長 状態 遺跡No．／遺跡名／所在 No. 古墳名 墳形 墳長 状態

516 飯塚・招木4号墳 円 7.1 詳細不明 571 南塚原27号墳 円 不明 詳細不明

517 飯塚・招木9号墳 円 13. 3 詳細不明 572 南塚原45号墳 不明 不明 詳細不明

518 飯塚・招木15号墳 円 12. 7 詳細不明 573 南塚原47号墳 円 20. 00 周溝のみ

519 飯塚・招木17号墳 円 17 詳細不明 574 南塚原53号墳 円 不明 詳細不明

520 飯塚・招木30号墳 円 14. 2 詳細不明 575 南塚原71号墳 不明 不明 周溝のみ

521 飯塚・招木34号墳 円 14 詳細不明 12．青柳古墳群（神川町） 576 南塚原72号墳 不明 不明 周溝のみ

522 飯塚・招木39号墳 円 12. 2 詳細不明 577 十一ヶ谷戸1号墳 円 不明 詳細不明

523 飯塚・招木40号墳 円 16 詳細不明 578 十ニヶ谷戸2号墳 円 不明 詳細不明

524 飯塚・招木46号墳 円 不明 詳細不明 579 城戸野3号墳 円 14. 00 詳細不明

525 飯塚・招木52号墳 円 不明 詳細不明 580 城戸野16号墳 円 12. 00 詳細不明

！．飯塚・招人占墳群（秩父市） 526 飯塚・招木75号墳 円 8 詳細不明 581 北塚原9号墳 前 29. 00 詳細不明

527 飯塚・招木77号墳 円 7. 9 詳細不明 143．東堤古墳群（上里町） 582 熊野神社古墳 円 8.40 詳細不明

528 飯塚・招木83号墳 円 8.1 詳細不明 583 55-002-006号墳 不明 不明 詳細不明

529 飯塚・招木91号墳 円 8 詳細不明 584 55-002-007号墳 円 不明 詳細不明

530 飯塚・招木99号墳 円 不明 詳細不明
14．帯刀古墳群 U里町） 585 55-002-009号墳 不明 不明 詳細不明

531 飯塚・招木103号墳 円 17 詳細不明 586 55-002-015号墳 円 12. 00 詳細不明

532 飯塚・招木104号墳 円 14. 5 詳細不明 587 55-002-02誇墳 円 12. 00 詳細不明

533 飯塚・招木106号墳 円 14. 5 詳細不明 588 55-002-021号墳 円 24. 00 詳細小明

534 飯塚・招木108号墳 円 7. 9 詳細不明 15．下郷古墳群（上里町） 589 寺浦3号墳 ‘円 18 詳細不明

535 飯塚・招木116号墳 円 10. 7 詳細不明 590 愛宕塚古墳 円 40.00 詳細不明

536 飯塚・招木122号墳 円 5. 2 詳細不明 591 前の山古墳 円 24. 00 石室基底部

131．減坂占填群（秩父市） 537 沿坂占墳 円 5. 40 詳細不明 592 蚤影山古墳 不明 不明 角閃石安山岩

132．取方古墳群（秩父市）
538 取方14号墳 円 不明 詳細不明 593 山の神古墳 不明 不明 角閃石安山岩

539 取方15号墳 円 不明 詳細不明 594 蛭子塚1号墳 不明 不明 詳細不明

133．福田古墳（秩父市） 540 安中2号墳 円 10.00 詳細不明 595 蛭子塚9号墳 円 35. 00 角閃石安山岩

134．狐塚古墳（秩父市） 541 福田古墳 不明 不明 詳細不明 596 上前原4号墳 円 26.00 詳細不明

542 狐塚古墳 円 30. 00 墳丘遺存、主体部不明
16．旭・小島古墳群

597 堂場2号墳 円 12. 50 周溝のみ

543 大野原7号墳 円 17. 50 詳細不明
は：里町・本庄市）

598 堂場6号墳 円 14. 00 礫が散在

3．大野原古墳群（秩父市） 544 大野原9号墳 円 11. 70 詳細不明 599 堂場11号墳 円 13.00 詳細不明

545 大野原10号墳 円 8.60 詳細不明 600 七本木境1号墳 円 12 詳細小――明

546 大野原17号墳 円 15. 80 詳細不明 601 七本木境2号墳 円 22.6 詳細不明

6．安中占墳群（秩父市） 547 大野原19号墳 円 8.40 詳細不明 602 七本木境3号墳 円 13. 2 詳細不明

135．山の神古墳（小鹿野町） 548 山の神古墳 円 13 横穴式石室、葺石、周溝確認 603 七本木境4号墳 円 12 詳細不明

549 千尋原1号墳 不明 不明 詳細不明 604 森西1号墳 円 21Xl9 礫が散在

136．千尋原古墳群（小鹿野町） 550 千尋原2号墳 不明 不明 詳細不明 605 杉ノ根1号墳 円 30. 00 礫が散在

551 氷雨塚古墳 円 15 詳細不明 606 つつじヶ丘地区19号址 不明 不明 詳細不明

137．天王古墳（小鹿野町） 552 天王古墳 円 12 詳細不明 18．東富田古墳群（本庄市） 607 県121号墳 円 16. 00 詳細不明

138．下和田古墳（皆野町） 553 下和田古墳 円 10. 00 詳細不明 19．塚合古墳群（本庄市） 608 本庄42号墳 円 18~20 周溝のみ

139．上の平戸の古墳（皆野町） 554 上の平戸の古墳 円 5. 00 詳細不明
1仕北原古墳群（本庄市）

609 安養院開山塔古墳 円 20 詳細不明

555 大堺1号墳 円 15~16. 5 未開口 610 安養院1号墳 円 10 詳細不明
8．金崎古墳群（皆野町）

556 金崎10号墳 円 10 石材多量に散在 145．東五十子古墳群（本庄市） 611 若電神社古墳 円 20 詳細不明

9．中之芝古墳群（皆野町） 557 中之芝2号墳 円 不明 石材多量に散在 612 オトーカ塚古墳 円 20.00 詳細不明

10．柳瀬古墳群（皆野町） 558 柳瀬2号墳 円 不明 石材散乱 146．鵜森古墳群（本庄市） 613 鵜森1号墳 円 不明 詳細不明

140．内手古墳群（皆野町）
559 内手1号墳 円 30.00 砂岩割石散在 614 鵜森3号墳 円 不明 詳細不明

560 内手4号墳 円 7.00 石材散乱 615 長沖66号墳 円 8.00 詳細不明

11．上長瀞占墳群（長濤町）
561 上ノ台4号墳 円 8.00 周溝のみ 616 長沖73号墳 円 14. 50 奥壁露出

562 上ノ台5号墳 円 7~8 石材露出 617 長沖79号墳 前 37.00 詳細不明

141．野上下郷古墳群（長瀞町） 563 樫樹古墳 円 不明 詳細不明 618 長沖81号墳 円 12.50 詳細不明

142．白岩古墳群（神）Il町） 564 白岩銚子塚古墳 前 46. 00 墳丘遺存、主体部不明
20．長沖占墳群（本庄市）

619 長沖106号墳 円 26. 00 詳細不明

565 南塚原1号墳 円 40X42 保存、墳丘確認調査 620 長沖111号墳 円 31. 20 詳細不明

5邸 南塚原2号墳 円 15.00 周溝のみ 621 長沖122号墳 円 13. 80 詳細不明

12．青柳古墳群（神川町）
567 南塚原8号墳 不明 不明 詳細不明 622 長沖125号墳 円 10. 70 詳細不明

568 南塚原9号墳 前 25. 00 保存 623 長沖136号墳 円 11. 90 詳細不明

569 南塚原21号墳 不明 不明 詳細不明 624 長沖149-J}墳 円 11. 80 詳細不明

570 南塚原24号墳 円 16~17 詳細不明 22．秋山古墳群（本庄市） 625 1号墳 円 10 詳細不明
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遣踏 No．／遺跡名／所在 No. 古墳名 墳形 墳長 状態 遺跡 No．／遺跡名／所在 No. 古墳名 墳形 墳長 状態

147．日向山古墳（本庄市） 626 日向山古墳 円 20 詳細不明 682 白石1号墳 円？ 20. 00 墳丘保存

148．大興寺寺山古墳（美里町） 627 大興寺寺山古墳 円 30 詳細不明 683 白石2号墳 円 l.S. 50 周溝のみ

628 塚本山12号墳 円 17. 00 詳細不明 684 白石15号墳 円 23. 50 周溝のみ

629 塚本山34号墳 円 7. 00 詳細不明 685 白石16号墳 円 19. 50 控え積

630 塚本山35号墳 円 15.00 詳細不明 686 白石19号墳 不明 不明 詳細不明

631 塚本山37号墳 円 10 詳細不明 27．白石古墳群（美里町） 687 白石20号墳 不明 不明 詳細不明

632 塚本山38号墳 円 13 詳細不明 688 白石21号墳 円 10. 00 詳細不明

633 塚本山51号墳 円 20 詳細不明 689 白石27号墳 円 不明 詳細不明

634 塚本山55号墳 円 18 詳細不明 690 白石43号墳 円 16. 00 詳細不明

635 塚本山58号墳 円 15 詳細イ道明 691 白石52号墳 円 22.00 詳細不明

636 塚本山63号墳 円 13 詳細不明 692 白石54号墳 円 20. 00 詳細不明

637 塚本山64号墳 円 14 詳細不明 693 羽黒山7号墳 円 不明 詳細不明

638 塚本山65号墳 円 15 詳細不明 28．羽黒山古墳群（美里町） 694 羽黒山23号墳 円 10. 00 詳細不明

639 塚本山66号墳 円 18 詳細不明 695 羽黒山24号墳 円 15. 00 詳細不明

細 塚本山70号墳 円 12 詳細不明
151．大仏古墳群（美里町）

696 美里326号墳 円 35. 00 詳細不明

641 塚本山71号墳 円 12 詳細不明 697 大仏二子塚古墳 前 43. 00 詳細小明

642 塚本山72号墳 円 12 詳細不明
30．猪俣北古墳群（美里町）

698 猪俣北7号墳 円 24. 50 周溝のみ

643 塚本山75号墳 円 18 詳細不明 699 猪俣北9号墳 円 26. 52 周溝のみ

25．塚本山古墳群（美里町） 644 塚本山76号墳 円 23 詳細不明 152．火の見塚古墳（深谷市） 700 火の見塚古墳 円 20. 00 詳細不明

645 塚本山77号墳 円 14 詳細不明 701 木の本1号墳 円 35. 00 詳細不明

646 塚本山78号墳 円 11 詳細不明 702 木の本2号墳 円 20. 00 詳細不明

647 塚本山81号墳 円 13 詳細不明
153．木の本占填群（深谷市）

703 木の本5号墳 円 15. 00 詳細不明

648 塚本山82号墳 円 11 詳細不明 704 木の本7号墳 円 10. 00 詳細不明

649 塚本山83号墳 円 14 詳細不明 705 欠下台古墳 円 20. 00 石材露出

650 塚本山84号墳 円 10 詳細不明 706 木の本12号墳 円 13. 00 石材露出

651 塚本山85号墳 円 12 詳細不明 33．黒田古墳群（深谷市） 707 黒田14号墳 円 13. 00 礫が散在

652 塚本山87号墳 円 15 詳細不明 708 鹿島2号墳 円 11. 00 周溝のみ

653 塚本山89号墳 円 12 詳細不明 709 鹿島3号墳 不明 不明 墳丘遺存、未調査

654 塚本山90号墳 円 12 詳細不明 710 鹿島4号墳 不明 不明 墳丘遺存、未調査

655 塚本山96号墳 円 16 詳細不明 711 鹿島10号墳 不明 11. 00 詳細不明

656 塚本山97号墳 円 8 詳細不明 712 鹿島28号墳 不明 不明 墳丘遺存、未調査

657 塚本山99号墳 円 11 詳細不明 713 鹿島29号墳 不明 不明 墳丘遺存、未調査

658 塚本山100号墳 円 14 詳細不明 714 鹿島30号墳 不明 不明 墳丘遺存、未調査

659 塚本山141号墳 円 9.00 凋溝のみ 715 鹿島31号墳 不明 不明 墳丘遺存、未調査

660 塚本山176号墳（30号墳） 円 不明 詳細不明 716 鹿島32号墳 不明 不明 墳丘遺存、未調査

149．諏訪山古墳群（美里町） 661 諏訪山13号墳 円 20 詳細不明 717 鹿島35号墳 不明 不明 墳丘遺存、未調査

662 木部山 1号墳 円 15 詳細不明 718 鹿島36号墳 不明 不明 墳丘遺存、未調査

150．木部山古墳群（美里町） 663 木部山2号墳 円 10 詳細不明 719 鹿島37号墳 不明 不明 墳丘遺存、未調査

664 木部山16号墳 円 5 詳細不明 720 鹿島38号墳 不明 不明 墳丘遺存、未調査

665 広木大町両子塚古墳 前 28. 00 詳細不明 721 鹿島39号墳 不明 不明 墳丘遺存、末調査

666 広木大町1号墳 不明 不明 詳細不明
36．鹿島古墳群（深谷市）

722 鹿島40号墳 不明 不明 墳丘遺存、未調査

667 広木大町10号墳 不明 不明 詳細不明 723 鹿島41号墳 不明 不明 墳丘遺存、未調査

668 広木大町11号墳 不明 不明 詳細不明 724 鹿島42号墳 不明 不明 墳丘遺存、未調査

669 広木大町16号墳 不明 不明 詳細不明 725 鹿島43号墳 不明 不明 墳丘遺存、未調査

670 広木大町17号墳 不明 不明 詳細不明 726 鹿島44号墳 不明 不明 墳丘遺存、未調査

671 広木大町18号墳 不明 不明 詳細不明 727 鹿島45号墳 不明 不明 墳丘遺存、未調査

672 広木大町19号墳 不明 不明 詳細不明 728 鹿島46号墳 不明 不明 墳丘遺存、未調査

26．広木大町古墳群（美里町） 673 広木大町20号墳 円 20. 00 詳細不明 729 鹿島47号墳 不明 不明 墳丘遺存、未調査

674 広木大町21号墳 不明 不明 詳細不明 730 鹿島48号墳 不明 不明 墳丘遺存、未調査

675 広木大町22号墳 不明 不明 詳細不明 731 鹿島49号墳 不明 不明 墳丘遺存、未調査

676 広木大町23号墳 不明 不明 詳細不明 732 鹿島50号墳 不明 不明 墳丘遺存、未調査

677 広木大町24号墳 不明 不明 詳細不明 733 鹿島51号墳 不明 不明 墳丘遺存、未調査

678 広木大町25号墳 不明 不明 詳細不明 734 鹿島52号墳 不明 不明 墳丘遺存、未調査

679 広木大町42号墳 不明 不明 周溝のみ 735 鹿島53号墳 不明 不明 墳丘遺存、未調査

680 広木大町59号墳 円 18. 50 控え積み確認 736 鹿島54号墳 不明 不明 墳丘遺存、未調査

681 広木大町67号墳 方？ 10. 5X9. 8 周溝のみ 737 鹿島55号墳 円 14. 70 範囲確認のみ
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738 鹿島56号墳 不明 不明 墳丘遺存、未調査 45．籠原裏古墳群（熊谷市） 794 籠原裏10号墳 八？ 15.00 詳細不明

739 鹿島57号墳 不明 不明 墳丘遺存、未調査
158．在家古墳群（熊谷市）

795 在家1号墳 不明 不明 詳細不明

740 鹿島58号墳 不明 不明 墳丘遺存、未調査 796 在家2号墳 不明 不明 詳細不明

741 鹿島5”引墳 不明 不明 墳丘遺存、未調査 797 肥塚1号墳 円 18. 00 詳細不明

742 鹿島60号墳 不明 不明 墳丘遺存、未調査 49．肥塚古墳群（熊谷市） 798 肥塚2号墳 円 12. 00 詳細不明

743 鹿島61号墳 不明 不明 墳丘遺存、未調査 799 肥塚3号墳 円 13. 00 詳細不明

744 鹿島62号墳 不明 不明 墳丘遺存、未調査 50．中条古墳群（熊谷市） 800 権現山古墳 円 37. 6X36. 9 礫が散在

745 鹿島63号墳 不明 不明 墳丘遺存、未調査 801 瀬戸山1号墳 円 不明 凝灰岩？

746 鹿島64号墳 不明 不明 墳丘遺存、未調査 802 瀬戸山2号墳 円 10.96 凝灰岩？

747 鹿島65号墳 不明 不明 墳丘遺存、未調査 803 瀬戸山3号墳 円 不明 凝灰岩？

748 鹿島66号墳 不明 不明 墳丘遺存、未調査 804 瀬戸山4号墳 円 8. 88 凝灰岩？

749 鹿島67号墳 不明 不明 墳丘遺存、未調査 805 瀬戸山5号墳 円 6.10 凝灰岩？

750 鹿島70号墳 不明 不明 墳丘遺存、未調査 806 瀬戸山6号墳 円 12.84 凝灰岩？

751 鹿島71号墳 不明 不明 墳丘遺存、未調査 53．瀬戸山占填群（熊谷市） 807 瀬戸山7号墳 円 10. 52 凝灰岩？

752 鹿島72号墳 不明 不明 墳丘遺存、未調査 808 瀬戸山8号墳 円 10.40 凝灰岩？

753 鹿島74号墳 不明 不明 墳丘遺存、未調査 809 瀬戸山9号墳 円 8. 00 凝灰岩？

36．鹿島古墳群（深谷市）
754 鹿島75号墳 不明 不明 培丘遺存、未調査 810 瀬戸山10号墳 円 10. 00 凝灰岩？

755 鹿島76号墳 方？ 17. 00 墳丘遺存 811 瀬戸山11号墳 円 不明 凝灰岩？

756 鹿島77号墳 不明 不明 墳丘遺存、未調査 812 瀬戸山12号墳 円 不明 凝灰岩？

757 鹿島78号墳 不明 不明 墳丘遺存、未調査 813 瀬戸山13号墳 円 9.64 凝灰岩？

758 鹿島79号墳 不明 不明 墳丘遺存、未調査 814 野原19号墳 円 不明 詳細不明

759 鹿島80号墳 不明 不明 墳丘遺存、未調査 54．野原古墳群（熊谷市） 815 野原26号墳 円 18 詳細不明

760 鹿島82号墳 不明 不明 墳丘遺存、未調査 816 野原29-1封員 円 12 詳細不明

761 鹿島83号墳 不明 不明 墳丘遺存、末調査 817 塩西6号墳 円 22. 00 詳細不明

762 鹿島84号墳 不明 不明 墳丘遺存、未調査 818 狸塚24号填 円 24. 00 詳細不明

763 鹿島85号墳 不明 不明 墳丘遺存、未調査 819 西原12号墳 円 不明 詳細不明

764 鹿島86号墳 不明 不明 墳丘遺存、未調査 56．塩・古里古培群（熊谷市） 820 西原15号墳 円 8. 00 詳細不明

765 鹿島87号墳 不明 不明 墳丘遺存、未調査 821 西原16号墳 円 12. 00 詳細不明

766 鹿島88号墳 不明 不明 墳丘遺存、未調査 822 西原17号墳 円 8. 00 詳細不明

767 鹿島89cl号墳 不明 不明 墳丘遺存、未調査 823 西原2但号墳 円 不明 詳細不明

768 鹿島91号墳 不明 不明 墳丘遺存、未調査 60”大境南古墳群（熊谷市） 824 大境南2号墳後円部石室 前 36. 00 詳細不明

769 鹿島92号墳 不明 不明 墳丘遺存、未調査 159．上江袋古墳群（熊谷市） 825 上江袋Al号墳 円 16. 50 詳細不明

770 鹿島93号墳 不明 不明 墳丘遺存、未調査 160．長安寺古墳群（熊谷市） 826 王子古墳 円 28. 50 詳細不明

771 鹿島94号墳 円 18. 00 墳丘遺存 161．姥ヶ沢古墳群（熊谷市） 827 姥ヶ沢1号墳 不明 12. 00 緑泥片岩が露出

38．塚原古墳群（深谷市） 772 塚原11号墳 前 不明 詳細不明 162．番場南遺跡（熊谷市） 828 番湯南遺跡内古墳No,1 不明 不明 凝灰質砂岩

39．四十塚古墳群（深谷市）
773 寅稲荷塚古墳 前 51. 00 角閃石安山岩 58．東山遺跡（熊谷市） 829 東山1号墳 帆 45. 44 詳細不明

774 浅間山古墳 円 35.00 角閃石安山岩 163．円山古墳群（熊谷市） 830 円山2号墳 円 17. 00 詳細不明

154．水窪古墳群（深谷市）
775 水窪1号墳 円 10. 50 詳細不明 164．上前原遺跡（熊谷市） 831 上前原3号墳 不明 不明 河原石が露出

776 水窪2号墳 円 11. 00 角閃石安山岩 165．静簡院古墳群（熊谷市） 832 静簡院2号墳 不明 不明 河原石が露出

155．お手長山古墳（深谷市） 777 お手長山古墳 不明 不明 角閃石安山岩 166．天神山古墳群（熊谷市） 833 天神山3号墳 円 20. 00 凝灰岩切石露出

40．熊野古墳群（深谷市） 778 千手堂御手長山古墳 前 45. 00 角閃石安山岩 167．草加古墳群（小川町） 834 草加2号墳 円 28. 00 詳細不明

779 塚屋1号墳 円 10. 00 詳細不明 168．新屋敷古墳（小川町） 835 新屋敷古墳 不明 不明 片状石灰岩？

780 塚屋3号墳 不明 不明 詳細小明 169．稲荷前古墳（小川町） 836 稲荷前古墳 不明 不明 緑泥片岩、片状石灰岩

781 小前田2号墳（東大6号墳） 前 30. 00 周溝のみ 170．愛宕古墳（小川町） 837 愛宕古墳 円 20. 00 凝騨切石出土の伝承

41．小前田古墳群（深谷市•寄居町） 782 東大65号墳 円 不明 詳細不明
171．山王古墳群（小川町）

838 山王7号墳 不明 不明 河原石・緑泥片岩？

783 東大70号墳 円 15~20 詳細不明 839 山王8号墳 不明 不明 河原石・緑泥片岩？

784 東大77号墳 円 不明 詳細不明 172．新田古墳群（小川町） 840 新田 1号墳 円 17.10 詳細不明

785 東大86号墳 円 不明 詳細不明 173．粟津ケ原古墳群（嵐山町） 841 粟津ヶ原7号墳 円 不明 詳細不明

43．樋ノ下古墳群（寄届町）
786 樋ノ下2号墳 円 8. 55X7. 55 周溝・掘方のみ 842 上土橋1号墳 不明 不明 凝灰岩？

787 樋ノ下4号墳 円 10.14 周溝・堀方のみ 843 尾根1号墳 円 不明 詳細オヽ・明

156．立ヶ瀬古墳群（寄居町） 788 立ヶ瀬3号墳 円 不明 詳細不明
63．古里古墳群頃し山町）

844 駒込24号墳 円 不明 詳細不明

789 上郷1号墳 不明 不明 群細小` 明 845 詢込26号墳 円 不明 詳細不明

157. J:郷古墳群（寄居町）
790 上郷3号墳 不明 不明 詳細小頂明 64．行司免古墳群償U山町） 846 行司免3号墳 円 14. 52 X 13. 25 小数の石材

791 上郷4号墳 不明 不明 詳細不明 65．天神山古墳群（嵐山町） 847 天神山2号墳 円 13~10 詳細不明

792 上郷5号墳 不明 不明 詳細―小^明 174．唐子古墳群（滑川町） 848 唐子1号墳 円 不明 詳細不明

44.一ヶ尻古墳群（熊谷市） 793 一ヶ尻林16号墳 不明 不明 周溝のみ 175．中尾古墳群（滑川町） 849 富士塚古墳 不明 不明 河原石・緑泥片岩？
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176．両表古墳群（滑川町） 850 両表1号墳 円 不明 石室材出土伝承あり 193．塚原古墳群（坂戸市） 906 塚原7号墳 円 不明 詳細不明

177．巌山古墳群（滑川町）
851 巌山1号墳 円 不明 詳細不明

95．新山古墳群（坂戸市）
907 新山4号墳 円 16. 00 詳細不明

852 巌山2号墳 円 不明 詳細不明 908 新山6号墳 円 14. 00 詳細不明
178．柴山古墳群（滑川町） 853 石材確認古墳 不明 不明 凝灰岩

97．新町古墳群（坂戸市）
909 新町1号墳 前 60. 00 詳細不明

179．中山古墳群（滑川町）
854 石材確認古墳1 円 不明 凝灰岩 910 新町9号墳 円 15. 00 詳細不明

855 石材確認古墳2 円 不明 凝灰岩 194．善能寺古墳群（坂戸市） 911 善能寺6号墳 円 12. 00 詳細不明

856 石材確認古墳1 不明 不明 詳細不明 98．塚越古墳群（坂戸市） 912 塚越3号墳 円 9. 00 詳細不明

857 石材確認古墳2 不明 不明 詳細不明 913 勝呂2号墳 円 不明 詳細不明

858 石材確認古墳3 不明 不明 詳細不明
99．勝呂古墳群（坂戸市）

914 勝呂3号墳 円 13. 00 詳細不明

180．西山古墳群（滑川町） 859 石材確認古墳4 不明 不明 詳細不明 915 勝呂4号墳 円 20. 00 詳細不明

860 石材確認古墳5 不明 不明 詳細不明 916 勝呂5号墳 不明 不明 詳繍不明

861 石材確認古墳6 不明 不明 詳細不明 917 川角6号墳 円 14. 50 詳細不明

862 石材確認古墳7 不明 不明 詳細不明 918 川角8号墳 円 9.00 詳細不明

863 石材確認古墳1 不明 不明 凝灰岩 195．川角古墳群（毛呂山町） 919 川角15号墳 円 7 X9.6 詳細不明
181．糟沢古墳群（滑川町） 864 石材確認古墳2 不明 不明 凝灰岩 920 川角18号墳 円 18. 00 詳網不明

865 石材確認古墳3 不明 不明 凝灰岩 921 川角22号墳 円 11. 00 詳細不明

182．矢崎古墳群（滑川町）
866 石材確認古墳1 不明 不明 凝灰岩

196．苦林古墳群（毛呂山町）
922 大類31号墳 円 17. 00 詳細不明

867 石材確認古墳2 不明 不明 凝灰岩 923 大類42号墳 円 9.60 詳細小明

183` ゴエモン塚古墳群（滑川町）
868 ゴエモン塚2号墳 不明 不明 凝灰岩 104．南大塚古墳群(IlI越市） 924 南大塚2号墳 円 不明 横穴式石室。詳細不明

869 ゴエモン塚3号墳 不明 不明 凝灰岩石材露出 105．下小坂古墳群（川越市） 925 下小坂4号墳 円 30. 00 詳細不明

184．馬場古墳群（滑川町） 870 石材確認古墳1 不明 不明 凝灰岩
106．中野台古墳群（川越市）

926 中野台2号墳 円 3.10 詳細不明

871 円正寺1号墳 円 8.00 詳細不明 927 中野台3号墳 不明 不明 凝灰岩片

185．円正寺占墳群（滑川町） 872 円正寺2号墳 前 31. 00 詳細不明 928 稲荷山公園1号墳 不明 不明 小石室

873 円正寺3号墳 円 8. 00 詳細不明 929 稲荷山公園2号墳 不明 不明 小石室

186．山の上古墳群（滑川町）
874 山の上1号墳 円 不明 河原石散在

197．稲荷山公園占填群ほUI市）
930 稲荷山公園3号墳 不明 不明 小石室

875 山の上2号墳 円 不明 河原石散在 931 稲荷山公園4号墳 不明 不明 小石室

69．月輪占填群（滑）11町）
876 月輪11号噴 円 16. 5Xl5. 9 凝灰岩片出土 932 稲荷山公園5号墳 不明 不明 小石室

877 月輪13号噴 円 19. 2Xl9. 4 凝灰岩片出土 933 稲荷山公園6号墳 不明 不明 小石室
187．月輪神社古墳（滑川町） 878 月輪神社古墳 円 35. 00 詳細不明 934 笹井2号墳 不明 不明 詳細不明

188．栗谷古墳群（滑川町） 879 石材確認古墳1 不明 不明 凝灰岩
107．笹井古墳群（狭山市）

935 笹井3号墳 不明 不明 詳細不明

880 西原2号墳 円 不明 詳細不明 936 笹井4号墳 不明 不明 詳細不明

75．西原古墳群（東松山市） 881 西原4号墳 円 4 詳細不明 937 笹井6号墳 不明 不明 開口部検出

882 西原6号墳 円 12. 7 緑泥片岩石材露出 938 上広瀬1号墳 不明 不明 詳細不明
76．三千塚古墳群（東松山市） 883 二千塚3号墳 円 25 群細小・明

108．上広瀬占墳群（狭山市）
939 上広瀬2号墳 不明 不明 詳細不明

189．新屋敷占墳群（東松山市） 884 新屋敷1号墳 円 不明 凝灰岩 940 上広瀬3号墳 円 不明 詳細不明
190．棘山古墳群（東松山市） 885 石材確認古墳1 不明 不明 漉灰岩と緑泥片岩 941 上広瀬4号墳 不明 不明 詳細小明

886 石材確認古墳1 不明 不明 凝灰岩 943 酒巻4号墳 不明 不明 詳細不明
191．後谷古墳群（東松山市） 887 石材確認古墳2 不明 不明 凝灰岩

111．酒巻占墳群（行田市）
944 酒巻7号墳 不明 不明 詳細不明

888 石材確認古墳3 不明 不明 凝灰岩 945 酒巻8号墳 前 27~ 詳細小―一明

78．田木山古墳群（東松山市） 889 田木山3号墳 円 不明 詳細不明 946 酒巻14号墳 円 42. 00 詳細不明
82．附川古墳群（東松山市） 890 附川2号墳 円 不明 詳細不明

198．斉条古墳群（行田市）
947 斉条9号噴 円 不明 詳細不明

83．桜山古墳群（東松山市）
891 桜山4号墳 円 不明 状態悪い 942 堂安塚古墳 不明 不明 詳細不明

892 桜山5号墳 円 不明 状態悪い 112．小見古墳群（行田市） 948 虚空蔵山古墳 前 50. 00 緑泥片岩？

87．諏訪山古墳群（東松山市）
893 諏訪山15号墳 円 11.50 詳細不明 113．埼玉古墳群（行田市） 949 戸場口山古墳 方 42.00 凝灰質砂岩？

894 諏訪山34号墳 円 不明 詳細不明 199．白山古墳群（行田市） 950 白山古墳 円 50. 00 緑泥片岩・角閃石安山岩

89．柏崎古墳群（東松山市）
895 柏崎2号墳 円 11. 5Xl4. 5 詳細不明 200．若王子古墳群（行田市） 951 若王子古墳 前 103. 00 緑泥片岩・角閃石安山岩

896 柏崎7号墳 円 不明 凝灰岩 201．ニッコー2次6号墳（行田市） 952 —ッコー 2 次 6 号墳 円 16. 00 詳細不明

192．古凍古墳群（東松山市） 897 古凍14号墳 円 20Xl8 凝灰岩？ 114．若小玉古墳群（行田市） 953 No.131古墳 円 不明 詳細不明
90．岩鼻古墳群凍：松山市） 898 岩鼻13号墳 円 16.00 詳細不明 202．羽生古墳群（羽生市） 955 毘沙門山古墳 前 63.00 緑泥片岩

899 大河原3号墳 円 16.80 天井石材 954 稲荷山古墳 円 不明 詳細不明

92．入西古墳群（坂戸市）
900 大河原4号墳 円 17. 00 詳細不明 203．今泉古墳群（羽生市） 956 天神山古墳 円 不明 円礫多量出土

901 北峯2号墳 円 13. 7 詳細不明 957 かんぜん山古墳 不明 不明 緑泥片岩

902 北峯3号墳 円 16 詳細不明 204．種足古墳群頃］須市） 958 小沼耕地2号墳 円 15.00 角閃石安山岩

903 成願寺4号墳 円 20.00 詳細不明
205．栢間占填群位茎［市）

960 菖蒲天王山塚古墳 前 107. 00 角閃石安山岩

93．成願寺古墳群（坂戸市） 904 成願寺8号墳 円 16. 00 石材出土 959 押出塚古墳 円 20. 00 詳細不明

905 成願寺9号墳 円 不明 石材出土 117．目沼占填群（杉戸町） 961 目沼2号墳 前 43.00 砂岩
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遺跡No．／遣跡名／所在 No. 古墳名 墳形 墳長 状態 遺跡No．／遣跡名／所在 No. 古墳名 墳形 墳長 状態

117.目沼古墳群（杉戸町）
962 目沼14号墳 不明 不明 詳細不明 1017 塚内9号墳 前 不明 石材散乱

963 目沼17号墳 円 20 詳細不明 1018 塚内10号墳 円 不明 詳細不明

120．笹原古墳群（蓮田市） 964 ささら 1号墳 円 不明 堀方のみ 214．塚内古墳群（春日部市） 1019 塚内11号墳 円 不明 詳細不明

206．ー島神社古墳（鴻巣市） 965 ー島神社古墳 前 55. 00 詳細不明 1020 塚内12号墳 円 不明 詳細不明

207．角戸塚前古墳（鴻巣市） 966 角戸塚前古墳 不明 不明 緑泥片岩（箱式石棺？） 1021 塚内13号墳 円 不明 詳細不明

208．生出塚古墳群（鴻巣市） 967 生出塚6号墳 円 18. 00 詳細不明 215. No. 6号墳（松伏町） 1022 No.6号墳 円 不明 緑泥片岩

121．箕田古墳群（鴻巣市）
968 箕田2号墳 P-l 32. 00 詳細不明

969 箕田4号墳 円 16. 00 詳細不明

123．八重塚古培群（北本市） 970 八重塚3号墳 不明 不明 詳細不明

209．北袋古墳群（北本市）
971 石室材出土地1 不明 不明 緑泥片岩

ー横穴式石室想定事例凡例一
972 石室材出土地2 不明 不明 緑泥片岩

210．阿弥陀阻山墳群 973 石室材出土地 不明 不明 凝灰岩切石8個 【遺跡 No．／遺跡名／所在】

974 西台1号墳 円 不明 凝灰岩 ・番号は分布図に対応する。所在地は埼玉県HP掲載の市町村合併(2012年10月1日）に基づく。
975 西台3号墳 不明 不明 凝灰岩

976 西台4号墳 不明 不明 凝灰岩
【古墳名】

977 西台5号墳 不明 不明 凝灰岩

978 西台6号墳 不明 不明 凝灰岩 •石材のみが確認されている事例は1994報告に準じ、 「出土地」とした。

979 西台8号墳 円 22. 50 周溝のみ •石材確認をした古墳が不明瞭は事例は便宜的に「石材確認古培」とし、古墳名称と分けた。
980 原山2号墳 円 16. 00 墳丘保存

981 原山3号墳 円 16. 50 墳丘保存
【状 態l982 原山4号墳 Pl 不明 墳丘保存

983 原山5号墳 円 22. 50 墳丘保存 •石材を確認できた場合は岩種を記載。ただし、すべてが横穴式石室に伴う石材とは限らない。
984 原山6号墳 円 14. 00 墳丘保存 ．詳細不明は『埼玉県古墳詳細分布調査報告書』（埼玉県1994) に「横穴式石室」と記載の事
985 原山7号墳 円 13. 00 墳丘保存

例を含む。
986 原山8号墳 円 25. 00 墳丘保存

127. /II田谷古墳群（桶川市）
987 原山12号墳 不明 不明 凝灰岩 •発掘調査を経て、諸所理由により横穴式石室が確認できなかった事例でも、横穴式石室の可
988 原山13号墳 不明 不明 詳細不明 能性が高い事例は本表に掲載。

989 原山14号墳 不明 不明 詳細不明

990 原山17号墳 不明 不明 詳細不明

991 原山20号墳 不明 不明 詳細不明

992 原山21号墳 不明 不明 詳細不明

993 原山27号墳 円 不明 詳細不明

994 樋詰1号墳 円 15. 00 片岩

995 柏原6号墳 不明 不明 詳細不明

996 柏原7号墳 不明 不明 詳細不明

997 柏原8号墳 不明 不明 詳細不明

998 柏原9号墳 不明 不明 詳細不明

999 柏原10号墳 不明 不明 凝灰岩

1002 西浦1号墳 円 不明 凝灰岩

129．側ヶ谷戸古墳群（さいたま市） 1000 県No.311号古墳 不明 不明 凝灰岩

1001 円阿弥古墳 円 16. 00 凝灰岩

1004 山王塚古墳 不明 不明 緑泥片岩

130．植水古墳群（さいたま市） 1005 植水1号墳 円 20. 00 詳細不明

1003 原稲荷古墳 円 40 緑泥片岩・硬質砂岩

211．指扇新屋敷貝塚（さいたま市） 1006 琵琶島古墳 円？ 不明 詳細不明

1007 本村古墳 円 30.00 詳細不明

212．大久保古墳群（さいたま市） 1008 外東1号墳 円 20. 00 詳細不明
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